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〉

　
『
法
華
経
論
子
注
』
は
、
現
在
、
正
倉
院
聖
語
蔵
に
保
管
さ
れ
て
い
る
写
本
〔
以
下
、
聖
語
蔵
本
と
略
称
す
る
〕
と
称
名
寺
所
蔵
（
神
奈

川
県
立
金
沢
文
庫
管
理
）
の
写
本
〔
以
下
、
金
沢
文
庫
本
と
略
称
す
る
〕
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
前
者
は
上
巻
で
あ
り
、
後
者
は
下
巻
で
あ

る
。
筆
者
は
本
写
本
を
入
手
し
て
二
回
に
わ
た
り
発
表
を
お
こ
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
い
ま
だ
学
界
に
お
い
て
『
子
注
』
の
重
要
性
に
つ
い
て
共
有
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断
し
て
、『
子
注
』
が
新
羅
仏
教
の
み
な
ら

ず
、
東
ア
ジ
ア
仏
教
に
お
い
て
『
法
華
経
論
』
の
流
通
及
び
思
想
の
受
容
を
検
討
す
る
う
え
で
非
常
に
重
要
な
文
献
で
あ
る
こ
と
を
も
う

一
度
強
調
し
よ
う
と
す
る
。

　

以
前
の
論
文
で
は
、
新
羅
僧
の
中
で
、
と
く
に
義
寂
と
の
関
連
性
を
強
調
し
た
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
科
文
を
通
し
て
義
寂
と
の
関
連

性
を
確
定
し
た
。『
子
注
』
の
思
想
傾
向
の
分
析
は
、
ま
ず
引
用
経
論
を
中
心
に
考
察
し
た
。『
子
注
』
で
は
『
涅
槃
経
』
を
経
証
と
し
て

長
く
引
用
し
な
が
ら
『
法
華
経
』
が
満
字
の
経
典
で
あ
り
、
授
記
の
経
典
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
吉
蔵
の

影
響
が
み
ら
れ
る
が
、『
法
華
経
』
が
授
記
の
経
典
で
あ
る
こ
と
を
『
涅
槃
経
』
を
通
し
て
明
か
す
こ
と
は
円
弘
独
自
の
見
解
で
あ
る
。
経
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典
が
説
か
れ
る
理
由
に
つ
い
て
は
大
衆
と
の
因
縁
と
場
所
を
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
慧
浄
の
影
響
を
受
け
、
場
所
を
自
処
と

他
処
と
に
区
分
し
て
、
自
処
で
は
三
昧
に
入
り
祥
瑞
な
る
こ
と
を
徴
す
る
よ
う
に
し
て
、
他
処
で
は
光
明
を
放
ち
奇
瑞
な
る
こ
と
を
現
す

と
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
に
対
す
る
経
証
と
し
て
『
本
業
経
』
を
挙
げ
、
衆
生
世
間
が
穢
れ
の
な
い
こ
と
を
証
明
し
た
の
は

円
弘
独
自
の
見
解
で
あ
る
。

　
『〔
大
乗
阿
毘
達
磨
〕
雑
集
論
』
を
引
用
し
な
が
ら
も
慧
遠
の
説
明
に
従
う
部
分
も
あ
れ
ば
、
真
諦
訳
と
無
性
釈
の
『
摂
大
乗
論
』
を
通

し
て
成
仏
論
を
展
開
し
て
二
乗
の
成
仏
を
主
張
す
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
を
通
し
て
二
乗
の
成
仏
を
主
張
す
る
こ
と
か
ら
み
て
、
円
弘
自
身

は
旧
唯
識
に
よ
り
近
い
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
思
想
が
変
貌
す
る
面
も
一
例
を
通
し
て
み
ら
れ
た
。

Ⅰ　

は
じ
め
に

　
『
法
華
経
論
子
注
』（
以
下
『
子
注
』
と
略
称
す
る
）
に
つ
い
て
は
、
金
沢
文
庫
本
『
子
注
』
下
巻
を
入
手
し
て
、
奈
良
時
代
の
華
厳・

法
相
文
献
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
と
い
う
事
実
を
明
か
し
て
〔
こ
れ
を
〕
二
〇
一
二
年
三
月
〔
発
行
〕
の
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
の
学

会
誌
に
掲
載
し
た（
１
）。
そ
の
後
、
二
〇
一
三
年
五
月
に
正
倉
院
の
飯
田
剛
彦
教
授
に
依
頼
し
て
聖
語
蔵
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
子
注
』
上
巻

を
入
手
し
た
。
以
降
、〔
上
下
〕
両
文
献
を
通
し
て
新
羅
文
献
と
の
関
連
を
探
っ
た
の
で
あ
り
、〔
こ
れ
を
〕
二
〇
一
四
年
＊

四
〔
三
〕
月
に

『
東
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
』
第
一
七
輯
に
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
円
弘
が
新
羅
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
し
た（
２
）。

　

以
上
、
既
存
の
研
究
結
果
を
簡
略
に
整
理
し
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
学
会
に
お
い
て
、
本
文
献
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
そ
れ
ほ
ど
共
有

さ
れ
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
文
献
が
新
羅
仏
教
の
み
な
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
仏
教
に
お
け
る
『
法
華
経
論
』
の
流
通
及
び

思
想
の
受
容
を
検
討
す
る
う
え
で
非
常
に
重
要
な
文
献
で
あ
る
こ
と
を
も
う
一
度
明
か
そ
う
と
す
る
。
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Ⅱ　
『
子
注
』
写
本
の
流
通
と
新
羅
著
述
確
定

１　
『
子
注
』
写
本
の
流
通

　

写
本
『
子
注
』
に
つ
い
て
は
す
で
に
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
る（
３
）。
も
う
一
度
整
理
す
る
と
、
現
在
、
上
巻
は
穏
全
に
残
っ
て
お
り
、
中

巻
は
全
部
逸
失
さ
れ
、
下
巻
は
一
部
が
残
っ
て
い
る
。『
子
注
』
の
完
本
が
い
つ
か
ら
不
完
全
な
写
本
と
し
て
流
通
さ
れ
た
か
は
分
か
ら
な

い
が
、『
子
注
』
は
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
初
期
ま
で
そ
の
流
通
が
確
認
さ
れ
る
。
す
で
に
調
査
結
果
を
発
表
し
た
よ
う
に
『
子
注
』
は

日
本
の
正
倉
院
古
文
書
に
七
四
八
年
か
ら
七
六
七
年
ま
で
書
写
記
録
が
み
ら
れ
る（
４
）。
そ
の
中
で
、
本
『
子
注
』
の
所
蔵
者
と
し
て
は
次
の

よ
う
に
天
平
勝
宝
三
（
七
五
一
）
年
に
集
中
的
に
み
ら
れ
る
。

　

七
五
一
年
六
回
〔『
編
年
』
は
註
六
参
照
〕

法
花
論
子
注
一
部
三
巻
（「
宣
教
師
所
」『
編
年
』
一
二・

一
七
、「
宣
教
大
徳
房
」『
編
年
』
三・

五
一
〇
）

法
花
論
子
注
一
巻
一
部
右
在
慈
訓
師
所
（『
編
年
』
一
二・

八
）

法
花
論
子
注
一
部
三
巻　

在
善
季
師
所
（『
編
年
』
一
二・
一
一
）

法
花
論
子
注
一
部
三
巻　

円
弘
師
注　

在
善
季
師
所　

又
〔
在
〕
宣
教
師
所
（『
編
年
』
一
二・

一
三
）

法
花
論
子
注
一
部
三
巻
聞
在
善
季
師
所
（『
編
年
』
一
二・

二
〇
）

　

こ
の
記
録
か
ら
『
子
注
』
は
慈
訓
、
善
季
、
宣
教
の
所
蔵
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
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慈
訓
（
六
九
一
―
七
七
七
）
は
華
厳
と
法
相
を
兼
学
し
た
人
物
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、『
華
厳
経
』
講
師
を
歴
任
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
王
仁
の
後
裔
で
あ
り
な
が
ら
新
羅
仏
教
と
の
関
連
も
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る（
５
）。

　

善
季
に
つ
い
て
は
、
宝
亀
年
間
（
七
七
〇
―
七
八
＊

〇
〔
一
〕）
の
記
録
に
よ
る
と
「
三
綱
寺
主
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る（
６
）。
す
な
わ
ち
、

寺
の
雑
務
を
管
掌
す
る
職
に
就
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
天
平
十
四
（
七
四
二
）
年
に
は
善
季
が
所
蔵
し
た
『
優
婆
塞
五
戒
威
儀
経
』

を
筆
写
す
る
た
め
請
う
て
返
送
し
た
記
録
が
み
ら
れ
る（
７
）。
彼
は
七
四
〇
年
代
か
ら
す
で
に
重
要
な
経
論
な
ど
を
所
蔵
し
た
こ
と
が
分
か
る

が
、
天
平
勝
宝
三
（
七
五
一
）
年
に
は
基
の
『
瑜
伽
論
抄
』
廿
巻
と
文
備
の
『
正
理
門
論
抄
』
一
部
〔
二
巻
〕
を
彼
に
借
り
る
記
録
が
あ

る（
８
）。
こ
れ
に
よ
り
善
季
も
ま
た
法
相
宗
と
深
い
関
連
の
あ
る
こ
と
を
充
分
に
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

宣
教
は
多
く
の
法
相
関
連
章
疏
を
所
蔵
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
新
羅
系
と
密
接
な
義
淵
〔
六
四
三
―
七
二
八
〕
の
弟
子
で
あ
る
と
い
う

点
か
ら
み
て
、
新
羅
系
の
法
相
学
を
継
承
し
た
学
僧
で
あ
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る（
９
）。

　

こ
の
よ
う
に
『
子
注
』
を
所
蔵
し
た
僧
侶
の
中
で
は
、
二
人
も
新
羅
法
相
宗
と
関
連
の
深
い
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
り
、『
子
注
』
は
七

五
一
年
ま
で
法
相
宗
学
僧
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
充
分
に
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
奈
良
時
代
末
、
南
都
の
高
僧

護
命
〔
七
五
〇
―
八
三
四
〕
が
円
弘
の
『
円
弘
師
章
』
を
暗
誦
し
た
と
い
う
記
録
も
こ
れ
を
傍
証
す
る
（
（1
（

。
た
と
え
平
安
初
期
以
降
、
そ
の

引
用
は
い
ま
だ
明
か
さ
れ
て
い
な
い
と
雖
も
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
鎌
倉
時
代
と
江
戸
時
代
ま
で
流
通
の
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
（
（1
（

。
２　
『
子
注
』
の
新
羅
著
述
確
定

　
『
子
注
』
に
つ
い
て
は
す
で
に
発
表
し
た
よ
う
に
新
羅
僧
の
痕
跡
を
通
し
て
円
弘
が
新
羅
人
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
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は
も
う
一
つ
よ
り
確
定
的
な
証
拠
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
。
菩
提
留
支
訳
『
法
華
経
論
』
の
初
め
の
部
分
に
は
帰
敬
頌
七
句
が
出
て
く
る

〔
原
文
に
は
「
帰
敬
偈
」
と
あ
る
が
、『
法
華
経
論
述
記
』（
註
一
七
参
照
）・

『
法
華
経
伝
記
』（
註
一
九
参
照
）
に
倣
い
、
訳
文
で
は
す
べ

て
「
帰
敬
頌
」
に
改
め
た
〕。
こ
れ
に
つ
い
て
『
子
注
』
が
依
用
す
る
吉
蔵
の
『
法
華
＊

経
論
〔
論
疏
〕』
で
は
帰
敬
頌
に
対
す
る
具
体
的
な

分
科
は
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
『
子
注
』
と
義
寂
の
『
法
華
経
論
述
記
』（
以
下
『
述
記
』
と
略
称
す
る
）
は
次
の
よ
う
に
分
科
す

る
。

〈
表
①
〉『
子
注
』
と
『
述
記
』
の
比
較
〔
下
線
は
訳
者
の
改
め
た
も
の
〕

帰
敬
頌
〔『
大
正
』
二
六・

一
上
〕

『
子
注
』〔
第
一
紙
二
―
三
行
目
〕

『
述
記
』〔『
卍
続
蔵
経
』
四
六・

七
八
〇
上
〕

一　

帰
敬
三
宝
（
二
偈
）

頂
礼
正
覚
海　

浄
法
無
為
僧

一・

一　

通
敬
三
宝
（
一
偈
）

一　

通
敬
三
宝
（
一
頌
）

為
深
利
智
者　

開
示
毘
伽
典

祇
虔
牟
尼
尊　

及
菩
薩
声
聞

一・
二　

別
敬
経
主
（
一
偈
）

二　

別
敬
教
主
及
対
揚
衆
（
一
頌
）

令
法
自
他
利　

略
出
勒
伽
辯

帰
命
過
未
世　

現
在
仏
菩
薩

二　

帰
敬
求
請
加
＊

分
〔
力
〕（
一
偈
半
）

三　

一
総
帰
勝
縁
請
承
加
護
（
一
頌
半
）

弘
慈
降
神
力　

願
施
我
無
畏

大
悲
止
四
魔　

護
菩
提
増
長

　
〈
表
①
〉
の
よ
う
に
二
つ
の
文
献
は
科
目
名
を
付
け
る
た
め
偈
頌
を
分
け
る
方
式
が
同
一
で
あ
る
。
使
用
す
る
用
語
も
『
子
注
』「
一・
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一　

通
敬
三
宝
」
と
『
述
記
』
の
「
一　

通
敬
三
宝
」
が
同
一
で
あ
り
、『
子
注
』「
一・

二　

別
敬
経
主
」
と
『
述
記
』
の
「
二　

別
敬

教
主
及
対
揚
衆
」
の
中
の
一
部
が
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。『
子
注
』
に
お
い
て
は
第
Ⅲ
章
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
意
図
的
に
「
教
」
を

「
経
」
に
〔
ま
た
は
「
経
」
を
「
教
」
に
〕
変
え
る
例
〔
本
稿
二
〇
頁
参
照
〕
が
あ
る
。
分
科
の
類
似
性
と
一
部
用
語
の
同
一
性
を
通
し
て

み
る
時
、
二
つ
の
文
献
は
少
な
く
と
も
一
方
が
一
方
を
知
っ
て
援
用
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
〈
表
①
〉
の
『
子
注
』
と
『
述
記
』
の
関
係
を
通
し
て
円
弘
が
新
羅
僧
侶
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
も
う
一
度
立
証
さ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、

当
時
、
新
羅
法
華
関
連
著
述
を
引
用
す
る
の
は
新
羅
或
い
は
日
本
に
限
定
さ
れ
る
が
、
日
本
の
僧
侶
な
ら
、
日
本
の
古
文
書
の
筆
写
記
録

〔
の
中
〕
に
〔
は
〕、
聖
徳
太
子
の
外
に
は
〔
撰
者
〕
名
が
載
っ
て
い
な
い
か
ら
〔
そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
円
弘
の
『
子
注
』
は
日
本
撰

述
に
は
な
り
得
な
い
の
〕
で
あ
る
。

　

義
寂
と
円
弘
の
先
後
関
係
を
推
定
す
る
時
、『
子
注
』
が
『
述
記
』
の
分
科
名
を
圧
縮
し
た
よ
う
に
み
え
る
が
、
科
文
だ
け
で
は
断
定
し

難
い
。
活
動
年
代
を
推
定
す
れ
ば
、
円
弘
の
著
述
と
し
て
『
円
弘
章
』
も
知
ら
れ
て
お
り
、
七
三
一
年
か
ら
筆
写
記
録
が
あ
る
た
め
（
（1
（

、
円

弘
は
少
な
く
と
も
七
三
〇
年
以
前
に
は
活
動
し
た
で
あ
ろ
う
し
、『
円
弘
章
』
が
『
子
注
』
よ
り
早
い
時
期
に
著
述
さ
れ
た
と
推
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
一
方
、
義
寂
は
義
相
が
活
動
し
た
時
代
に
す
で
に
法
相
学
者
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
た
（
（1
（

。
義
相
が
七
〇
二
年
に
示
寂
し
た

こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
当
時
、
義
寂
が
す
で
に
著
述
活
動
を
し
て
い
た
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
円
弘
よ
り
も
活
動
年
代
及

び
著
述
年
代
が
早
い
で
あ
ろ
う
し
、
し
か
も
七
四
八
年
に
書
写
さ
れ
た
『
子
注
』
よ
り
早
い
時
期
に
『
述
記
』
が
著
述
さ
れ
た
も
の
と
推

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
（1
（

。
以
上
の
よ
う
に
、
分
科
と
活
動
年
代
の
推
定
か
ら
み
る
時
、『
子
注
』
が
『
述
記
』
を
引
用
し
た
も
の
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（ 6 ）
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１　
『
子
注
』
写
本
テ
キ
ス
ト

　
『
子
注
』
は
三
巻
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在

は
上
巻
の
ほ
と
ん
ど
全
部
と
下
巻
の
一
部
だ
け
が

存
在
し
て
中
巻
は
欠
落
さ
れ
た
。
現
存
テ
キ
ス
ト

に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
の
部
分
の
紹
介
を
終
え

た
。
本
稿
で
は
写
真
〔
①
か
ら
④
は
「
正
倉
院
聖

語
蔵
経
巻
」、
⑤
と
⑥
は
「
称
名
寺
所
蔵
（
神
奈
川

県
立
金
沢
文
庫
管
理
）」
の
も
の
〕
と
と
も
に
補
足

説
明
を
行
い
た
い
。

　

ま
ず
、
聖
語
蔵
本
を
紹
介
す
る
。
甲
種
写
経
№

一
九
八
＊

九
〔
七
〕
に
＊

収
録
さ
れ
て
い
る
〔
そ
れ

に
あ
た
る
〕
聖
語
蔵
本
は
上
巻
に
該
当
し
、〈
写
真

①
〉
か
ら
分
か
る
よ
う
に
楷
書
で
筆
写
さ
れ
て
い

る
。
本
写
本
は
帰
敬
頌
か
ら
始
ま
る
た
め
に
書
名

と
作
者
名
が
な
い
状
態
で
残
っ
て
い
る
が
、
先
の

〈写真①〉〔File No. 00000003〕

〈写真②〉〔File No. 00000002〕
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七
五
一
年
の
記
録
か
ら
確
認
さ
れ
る
よ
う
に

作
者
が
円
弘
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
。

　
〔
こ
れ
に
対
し
て
〕「
法
華
論
経
子
注
巻
第

三
」
と
な
っ
て
い
る
〈
写
真
②
〉
は
、
＊

軸

〔
巻
子
〕
裏
面
の
最
初
の
部
分
に
記
録
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
が
、〈
写
真
①
〉
と
〈
写
真

②
〉
の
書
体
が
異
な
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
後
の
時
期
の
あ
る
時
に
補

入
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ

を
受
け
継
い
で
＊

軸
〔
巻
子
〕
の
外
題
も
「
巻

三
」
と
正
書
し
て
い
る
。〔
し
か
し
な
が
ら
〕

巻
末
〔
の
尾
題
〕
に
は
次
の
〈
写
真
③
〉
の

よ
う
に
「
巻
〔
第
〕
上
」
と
表
記
さ
れ
て
い

る
た
め
に
本
テ
キ
ス
ト
が
上
巻
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
そ
し
て
〈
写
真
③
〉〔
で
確
認
で

き
る
よ
う
〕
に
紙
を
継
い
で
〈
写
真
④
〉
の

よ
う
に
一
九
三
三
年
に
修
理
し
た
と
い
う
記

〈写真③〉〔File No. 00000035〕
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録
が
あ
る
。
上
巻
だ
け
の
テ
キ
ス
ト
に
な
ぜ
「
巻
第
三
」
と
な
っ

て
い
る
か
現
在
と
し
て
は
正
確
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。

　

一
方
、
下
巻
＊

が
存
在
す
る
〔
に
あ
た
る
〕
金
沢
文
庫
本
は
、
次

の
〈
写
真
⑤
〉
の
よ
う
に
「
尊
者
舎
利
弗
説
偈
」〔
第
一
紙
三
面
二

行
目
〕
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
は
上
巻
と
同
じ
よ
う
に
菩
提
留
支
訳

に
該
当
す
る
文
句
で
あ
り
、「
譬
喩
品
」
に
該
当
す
る
（
（1
（

。
日
本
の
古

文
書
の
筆
写
記
録
に
お
い
て
「
尊
者
舎
利
弗
」（『
編
年
』
一
六・

四
〇
二
な
ど
）
の
著
述
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
た
こ
と
に
は
、
こ
の

よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
書
写
形
式
は
〈
写
真

⑥
〉
に
み
え
る
よ
う
に
半
面
に
一
行
の
文
字
数
は
二
〇
―
二
二
字

で
あ
る
が
、「
子
注
」
部
分
の
文
字
数
が
上
巻
に
同
一
で
あ
る
た

め
、
同
じ
系
統
の
写
本
に
基
づ
い
て
筆
写
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。２　

『
法
華
経
論
』
テ
キ
ス
ト

　
『
法
華
経
論
』
テ
キ
ス
ト
の
流
通
に
つ
い
て
は
奥
野
光
賢
と
大
竹

晋
に
よ
っ
て
詳
し
く
検
討
さ
れ
た
（
（1
（

。『
法
華
経
伝
記
』
に
あ
る
真
諦

〈写真⑤〉〔第一紙三面〕〈写真⑥〉〔第一紙四面〕
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の
伝
言
に
よ
る
と
『
法
華
経
論
』
は
イ
ン
ド
に
お
い
て
五
十
余
家
に
よ
っ
て
注
釈
さ
れ
た
と
い
う
が
、
現
在
は
世
親
の
注
釈
書
だ
け
が
漢

訳
さ
れ
二
種
類
が
伝
わ
る
。
一
つ
は
勒
那
摩
提
等
の
訳
〔
以
下
、
摩
提
訳
と
略
称
す
る
〕
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
菩
提
留
支
等
の
訳
〔
以

下
、
留
支
訳
と
略
称
す
る
〕
で
あ
る
。
現
在
、
二
巻
か
ら
な
る
留
支
訳
は
大
竹
の
指
摘
の
よ
う
に
、
吉
蔵
に
よ
る
と
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
が

流
通
さ
れ
た
の
で
あ
り
、〔
こ
の
こ
と
を
〕『
法
華
論
疏
』
に
〔
お
い
て
は
〕
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

こ
の
『
法
華
経
論
』
に
は
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
。
一
つ
は
序
分
が
な
く
直
ち
に
「
経
云
帰
命
一
切
諸
仏
菩
薩
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
経
を
集
成
し
た
人
た
ち
が
加
護
を
請
う
言
辞
で
あ
る
。
二
つ
は
「
帰
敬
頌
」
が
あ
る
。
天
親
が
自
ら
作
っ
た
も
の
で
あ
る
（
（1
（

。

　

こ
の
陳
述
〔
だ
け
〕
で
テ
キ
ス
ト
の
形
態
を
見
計
ら
う
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
前
者
の
テ
キ
ス
ト
に
は
帰
敬
頌
が
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
、
後
者
の
テ
キ
ス
ト
に
は
帰
敬
頌
は
あ
る
も
の
の
、「
経
云
」
以
下
の
文
句
が
な
い
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
者
が
現
存
す

る
テ
キ
ス
ト
に
該
当
す
る
。
問
題
は
『
法
華
論
疏
』
で
は
帰
敬
頌
の
次
に
「
経
云
帰
命
一
切
諸
仏
菩
薩
」
を
注
釈
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
吉
蔵
が
帰
敬
頌
も
あ
り
、「
経
云
」
以
下
の
文
句
〔
も
〕
が
、
二
つ
と
も
あ
る
、
現
存
本
と
は
異
な
る
本
を
底
本

と
し
て
注
釈
し
た
か
の
よ
う
に
な
り
、
自
身
の
陳
述
が
完
全
で
は
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
次
の
文
句
を
読
ん
で
み
る
と
、

吉
蔵
が
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
を
組
み
合
わ
せ
て
注
釈
し
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

今
、
こ
の
二
文
（
先
の
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
）
に
よ
っ
て
三
つ
に
分
け
る
。
初
め
は
三
宝
に
帰
敬
し
て
論
を
造
る
意
を
申
す
も
の
で
、

威
霊
の
加
護
を
請
う
て
縁
起
分
と
為
す
。
…
…
初
め
の
縁
起
分
に
二
つ
が
あ
る
。
一
つ
は
天
親
の
帰
敬
頌
で
あ
り
論
を
造
る
意
を
申

（ 10 ）
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し
て
、
二
つ
は
経
を
集
成
す
る
人
た
ち
が
経
典
を
集
成
す
る
意
を
申
す
も
の
で
あ
る
（
（1
（

。

　

す
な
わ
ち
、
吉
蔵
は
世
親
の
帰
敬
頌
の
次
に
集
経
者
の
文
句
を
組
み
合
わ
せ
て
注
釈
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
吉
蔵

が
み
た
テ
キ
ス
ト
は
世
親
の
帰
敬
頌
と
経
を
集
成
す
る
者
の
文
句
が
二
つ
と
も
あ
る
テ
キ
ス
ト
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　

一
方
、『
子
注
』〔
の
上
巻
〕
は
〔
首
欠
で
〕「
論
曰
頂
礼
正
覚
海
」〔
第
一
紙
一
行
目
〕
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
は
留
支
訳
に
あ
る
帰
敬
頌

で
あ
る
。
摩
提
訳
に
帰
敬
頌
が
な
い
こ
と
〔
に
つ
い
て
〕
は
僧
詳
の
『
法
華
経
伝
記
』
に
よ
っ
て
〔
も
〕
分
か
る
（
（1
（

。「
論
曰
」〔
と
い
う
文

句
〕
は
〔
現
行
の
両
訳
に
は
な
く
〕『
子
注
』〔
所
依
の
テ
キ
ス
ト
〕
に
＊

だ
け
〔
は
〕
あ
る
。
そ
し
て
帰
敬
頌
の
後
に
「
経
云
帰
命
一
切
諸

仏
菩
薩
」〔
第
二
紙
六
―
七
行
目
〕
と
い
う
文
句
が
あ
る
。
こ
れ
は
先
の
テ
キ
ス
ト
の
前
者
に
あ
る
文
章
と
し
て
（
（2
（

、
先
に
引
用
し
た
よ
う

に
、
吉
蔵
に
よ
る
と
経
を
集
成
し
た
人
た
ち
が
加
護
を
請
う
言
辞
で
あ
る
。
円
弘
も
こ
の
よ
う
な
趣
旨
で
解
釈
す
る
（
（2
（

。

　

す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
吉
蔵
の
陳
述
に
よ
る
と
、
前
者
の
テ
キ
ス
ト
に
は
帰
敬
頌
が
な
く
、
後
者
の
テ
キ
ス
ト
に
は
「
経
云
」
以
下

が
な
い
。
し
か
し
『
子
注
』
に
は
帰
敬
頌
の
次
に
、
例
の
「
経
曰
」
で
始
ま
る
文
章
が
出
て
く
る
。
円
弘
も
ま
た
吉
蔵
の
よ
う
に
テ
キ
ス

ト
を
組
み
合
わ
せ
て
注
釈
し
た
可
能
性
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
で
『
子
注
』
に
は
帰
敬
頌
の
前
に
、
こ
の
文
句
が
あ
る

テ
キ
ス
ト
も
あ
る
と
い
う
（
（2
（

。
円
弘
が
、
帰
敬
頌
と
「
経
曰
」
と
が
順
序
を
変
え
て
存
在
す
る
テ
キ
ス
ト
の
存
在
を
言
及
す
る
こ
と
か
ら
み

て
、
新
羅
で
は
吉
蔵
が
紹
介
し
た
テ
キ
ス
ト
と
〔
は
〕
異
な
る
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
た
可
能
性
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、『
子
注
』
が
み
た
『
法
華
経
論
』
の
テ
キ
ス
ト
が
、
こ
の
第
三
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
可
能
性
を
念
頭
に
置
く
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
義
寂
の
『
述
記
』
で
も
こ
の
部
分
が
注
釈
さ
れ
る
が
、「
如
是
我
聞
」
の
後
に
言
及
し
て
い
る
（
（2
（

。
こ
れ
は
順
序
の
う
え
で
不
自

然
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
吉
蔵
を
多
用
す
る
義
寂
が
（
（2
（

、
吉
蔵
の
『
法
華
論
疏
』
か
ら
持
っ
て
き
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
（
（2
（

。
一
方
、
現
在
確
認
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可
能
な
日
本
の
『
法
華
経
論
』
注
釈
書
、
円
珍
の
『
法
華
論
記
』
も
ま
た
帰
敬
頌
の
後
に
「
経
曰
」
で
始
ま
る
文
句
の
あ
る
こ
と
が
分
か

る
た
め
、『
子
注
』
と
同
じ
系
統
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
（2
（

。

　
『
子
注
』
＊

写
本
〔
所
依
〕
の
テ
キ
ス
ト
が
『
大
正
』〔
二
六
〕
に
収
録
さ
れ
て
い
る
既
存
の
テ
キ
ス
ト
と
は
異
な
る
テ
キ
ス
ト
を
底
本
と

し
て
使
用
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
重
要
な
＊

差
異
〔
相
違
箇
所
〕
を
い
く
つ
か
＊

抽
出
し
て
〔
取
り
上
げ
て
〕
比
較
を
行
い
た
い
。

対
照
は
『
法
華
経
論
』
の
既
存
の
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
〔『
大
正
』
二
六
〕
と
、
吉
蔵
『
法
華
論
疏
』〔『
大
正
』
四
〇
〕、
義
寂
『
述
記
』〔『
卍

続
蔵
経
』
四
六
〕、
円
弘
『
子
注
』、
円
珍
『
法
華
論
記
』〔『
仏
全
』
二
五
〕
を
対
象
に
し
た
。
テ
キ
ス
ト
の
＊

頁
〔
典
拠
〕
は
留
支
訳
だ
け

を
明
か
し
、
残
り
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
対
照
す
る
〔
但
し
、
日
本
語
訳
で
は
す
べ
て
の
典
拠
を
補
っ
て
明
記
し
た
〕。
身
延
山
大
学
の
金
炳

坤
准
教
授
の
教
示
に
よ
る
と
、
吉
蔵
の
『
法
華
論
疏
』〔（
正
徳
四
年
の
和
刻
本
）
及
び
円
珍
の
『
法
華
論
記
』（『
智
証
大
師
全
集
』
収
録

本
）〕
の
『
法
華
経
論
』
原
文
は
編
者
の
補
入
で
あ
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
比
較
で
は
『
法
華
論
疏
』〔
と
『
法
華
論
記
』〕
の
本
文

に
お
い
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
表
示
し
て
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
省
略
し
た
。

〈
表
②
〉
諸
本
比
較
（
ｂ
は
対
校
本
〔『
大
正
』
の
脚
注
の
こ
と
〕）

留
支
訳

摩
提
訳

吉
蔵

義
寂
、
円
弘
、
円
珍

釈
曰
此
経
法
門

（
一
上
二
九
行
目
）

ａ
．
此
法
門
中

ｂ
．
釈
曰
此
法
門

〔
一
〇
下
一
九
行
目
〕

此
法
門

〔
七
八
七
上
一
三
行
目
〕

論
曰
此
法
門

〔
七
八
〇
中
一
七
行
目
、
第
三
紙
一
五
行
目
、

論
此
法
門
（『
論
疏
』
二
上
八
行
目
）〕

　
〈
表
②
〉
は
〔『
法
華
経
論
』（『
大
正
』
二
六・

一
上
、
同
上・

一
〇
下
）
所
引
の
〕『
法
華
経
』
の
「
如
是
我
聞
」
か
ら
「
能
度
無
数
百
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千
衆
生
」
ま
で
の
経
文
に
対
す
る
解
釈
部
分
に
対
す
る
差
異
で
あ
る
。〈
表
②
〉
の
よ
う
に
『
子
注
』〔
所
依
〕
の
『
法
華
経
論
』
テ
キ
ス

ト
は
厳
密
に
い
う
と
、〔
現
行
両
訳
の
〕
ど
の
本
と
も
一
致
せ
ず
、
ま
た
『
子
注
』
の
現
存
写
本
は
「
釈
曰
」
で
は
な
く
、「
論
曰
」
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
義
寂
と
円
珍
の
〔
用
い
た
〕『
法
華
経
論
』
の
底
本
に
一
致
〔
但
し
、
円
珍
は
「
曰
」
を
欠
く
〕
し
て
、
摩
提
訳
の
対

校
本
に
近
い
。

　

次
い
で
、
七
成
就
に
対
す
る
部
分
に
お
い
て
、〔
そ
の
〕
四
つ
目
が
「
所
依
説
法
随
順
威
儀
住
成
就
」
で
あ
る
が
、
摩
提
訳
に
一
致
す

る
。
留
支
訳
は
「
依
所
説
法
威
儀
随
順
住
成
就
」
で
あ
り
、「
所
依
」
と
「
依
所
」
が
異
な
り
、「
威
儀
」
と
「
随
順
」
も
順
序
が
入
れ
替

わ
っ
て
い
る
。
七
つ
目
も
「
文
殊
師
利
答
成
就
」
で
あ
る
が
、
同
じ
く
摩
提
訳
に
一
致
す
る
。
一
方
、
吉
蔵
の
『
法
華
論
疏
』
は
、
四
つ

目
が
留
支
訳
〔
摩
提
訳
の
誤
り
〕
に
、
七
つ
目
が
摩
提
訳
に
一
致
〔
誤
り・

釈
文
に
見
出
せ
な
い
た
め
対
比
し
得
な
い
〕
し
て
、
義
寂
の

四
つ
目
は
ど
の
本
と
も
一
致
せ
ず
、
七
つ
目
は
留
支
訳
に
一
致
す
る
。
こ
れ
を
整
理
す
る
と
次
の
〈
表
③
〉
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
表
③
〉
諸
本
比
較
（【
隅
付
き
括
弧
】
は
一
致
す
る
底
本
を
表
す
）

留
支
訳

摩
提
訳

吉
蔵
【
前
者
摩
提
訳
】

義
寂
【
後
者
留
支
訳
】

円
弘
、
円
珍
【
摩
提
訳
】

依
所
説
法
威
儀
随
順

＊

一
上
二
九
行
目

〔
一
中
三
行
目
〕

所
依
説
法
随
順
威
儀

〔
一
〇
下
二
二
行
目
〕

所
依
説
法
随
順
威
儀

〔
七
九
四
中
一
一
―

一
二
行
目
〕

依
所
説
法
随
順
威
儀

〔
七
八
〇
中
一
九
行
目
〕

所
依
説
法
随
順
威
儀

〔
第
四
紙
二
行
目
、

一
下
一
三
―
一
四
行
目
〕

文
殊
師
利
菩
薩

＊

一
上
二
九
行
目

〔
一
中
四
―
五
行
目
〕

文
殊
師
利

〔
一
〇
下
二
四
行
目
〕

？

文
殊
師
利
菩
薩

〔
七
八
〇
中
二
〇
―

二
一
行
目
〕

文
殊
師
利

〔
第
四
紙
一
〇
行
目
、

一
下
一
五
行
目
〕
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こ
れ
に
よ
り
『
子
注
』
の
帰
敬
頌
は
留
支
訳
に
一
致
す
る
が
、「
論
曰
」
か
ら
摩
提
訳
に
近
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
義
寂
は
〈
表
③
〉

の
前
者
で
分
か
る
よ
う
に
、
ど
の
本
と
も
一
致
し
な
い
。
た
だ
、「
依
所
説
法
」
が
留
支
訳
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
み
て
、「
随
順
威
儀
」
の

順
序
は
意
図
的
に
変
え
た
可
能
性
も
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
、
こ
の
七
種
〔
功
徳
〕
成
就
を
列
挙
す
る
前
に
、
留
支
訳
で
は

「
此
義
応
知
。
何
等
為
七
」〔
一
中
一
行
目
〕
と
な
っ
て
い
る
が
、『
子
注
』
は
「
何
等
為
七
」〔
第
三
紙
一
九
行
目
〕
と
だ
け
あ
る
。
こ
れ
も

摩
提
訳
に
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
部
分
は
義
寂
〔
七
八
〇
上
一
七
―
一
八
行
目
〕、
円
珍
〔「
論
何
等
已
下
」
二
下
九
行
目
〕
が
す
べ
て

摩
提
訳
に
一
致
〔
誤
り・
円
珍
は
釈
文
に
見
出
せ
な
い
た
め
対
比
し
得
な
い
〕
す
る
。
こ
の
よ
う
な
例
を
通
し
て
み
る
時
、
筆
写
上
の
出
入

を
あ
る
程
度
予
想
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
少
な
く
と
も
『
子
注
』〔
所
依
の
テ
キ
ス
ト
〕
が
摩
提
訳
に
一
致
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

次
の
例
を
み
る
と
『
子
注
』
は
ま
た
留
支
訳
に
従
う
よ
う
に
み
え
る
。
七
成
就
の
名
称
列
挙
が
終
わ
っ
て
次
に
、「
序
分
成
就
」〔
一
中

六
行
目
以
下
〕
を
説
明
す
る
と
こ
ろ
で
、
両
本
は
〈
表
④
〉
の
よ
う
に
八
文
字
が
完
全
に
異
な
る
か
、
異
本
〔
＝
摩
提
訳
の
対
校
本
〕
で

も
ま
た
文
字
の
欠
落
が
み
ら
れ
る
が
、〔
円
珍
を
除
く
〕
諸
師
は
留
支
訳
に
従
っ
て
い
る
。
た
だ
、
摩
提
訳
の
異
本
は
〔
一
字
を
除
き
〕
留

支
訳
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
ま
た
筆
写
上
の
出
入
の
例
で
あ
ろ
う
。

〈
表
④
〉
諸
本
比
較

留
支
訳

摩
提
訳

吉
蔵
、
義
寂
、
円
弘
、
円
珍
【
留
支
訳
】

顕
此
法
門
最
勝
義
故

〔
一
中
一
〇
行
目
〕

ａ
．
な
し

ｂ
．
顕
此
法
最
勝
義
故

　
　
〔
一
一
上
二
行
目
〕

〔
顕
此
法
門
最
勝
義
故
〕

〔
七
八
七
中
三
―
四
行
目
、
七
八
一
上
六
行
目
、
第
五
紙
一
行
目
、
な
し
（
和
刻
本

か
ら
の
補
入
は
三
下
七
行
目
）〕
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と
こ
ろ
で
、
次
を
み
る
と
〔『
子
注
』
は
〕
摩
提
訳
と
ま
っ
た
く
異
な
り
、
留
支
訳
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ

う
。
七
成
就
中
、
二
つ
目
の
「
衆
成
就
」
に
四
つ
が
あ
り
、
そ
の
中
で
二
つ
目
が
「
行
成
就
」
で
あ
る
。
こ
の
「
行
成
就
」
に
ま
た
四
つ

が
あ
り
、
そ
の
三
つ
目
が
〈
表
⑤
〉
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

〈
表
⑤
〉
諸
本
比
較
〔
円
珍
は
和
刻
本
か
ら
の
補
入
箇
所
、
下
線・

太
字
は
訳
者
の
改
め
た
も
の
〕

留
支
訳

　
　

三
者
謂
諸
菩
薩　

神
通
自
在
、
随
時
示
現
能
修
行
大
乗
、
如
颰
陀
波
羅
菩
薩
等
十
六
大
賢
士
（
一
中
一
七
―
一
九
行
目
）

摩
提
訳

ａ
．
三
者　

諸
菩
薩　
　
　
　
　
　

随
時
示
現
能　

行
大
乗
、
如
颰
陀
婆
羅　
　

等
十
六　
　
　

人
〔
一
一
上
八
―
九
行
目
〕

ｂ
．
三
者　

諸
菩
薩
以
神
通
自
在
力
随
時
示
現
能
修
行
大
乗
、
如
颰
陀
婆
羅
菩
薩
等
十
六　
　
　

人

義
寂

　
　

三
者
謂
諸
菩
薩　

神
通
自
在
、
随
時
示
現
能
修
行
大
乗
。
如
颰
陀
婆
羅　
　

等
十
六　

賢
士
〔
七
八
一
下
八
―
九
行
目
〕

円
弘

　
　

三
者　

諸
菩
薩　

神
通
自
在
、
随
時
示
現
能　

行
衆
行
。
如
颰
陀
婆
羅　
　

等
十
六　

賢
士
人
〔
第
五
紙
一
四
―
一
七
行
目
〕

円
珍

　
　

三
者　

諸
菩
薩
以
神
通
自
在
力
随
時
示
現
能
修
行
衆
行
。
如
颰
陀
婆
羅
菩
薩
等
十
六
大
賢
士
〔
七
下
九
―
一
〇
行
目
〕

　

こ
の
〈
表
⑤
〉
の
「
十
六
大
賢
士
」
な
ど
を
み
る
限
り
、〔
円
弘
の
『
子
注
』
は
〕
摩
提
訳
と
は
ま
っ
た
く
一
致
せ
ず
、〔
一
字
を
欠
く

が
〕
留
支
訳
に
一
致
す
る
。
一
方
、『
子
注
』
は
両
テ
キ
ス
ト
と
異
な
り
、
太
字
の
部
分
が
「
能
修
行
大
乗
」
で
は
な
く
、「
能
行
衆
行
」

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
の
円
珍
も
〔
一
字
を
除
き
〕
同
じ
で
あ
る
。
日
本
で
は
『
子
注
』
の
よ
う
に
「
能
行
衆
行
」
に
な
っ
て
い

る
『
法
華
経
論
』
の
テ
キ
ス
ト
も
流
通
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（
（2
（

。〔
そ
の
た
め
〕
少
な
く
と
も
「
能
修
行
大
乗
」
と
「
能
行
衆
行
」
が

必
ず
し
も
筆
写
上
の
出
入
で
あ
る
と
は
見
難
い
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
に
紙
面
の
関
係
上
、
ご
く
一
部
分
だ
け
を
み
た
た
め
に
具
体
的
に
叙
述
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、『
子
注
』
が
使
用
し
た
テ
キ

ス
ト
は
、
摩
提
訳
と
留
支
訳
が
混
ざ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、『
子
注
』
が
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
現
存
両
本
テ
キ
ス
ト
を
適
切

に
混
ぜ
て
使
用
し
た
も
の
で
は
な
く
、「
帰
敬
頌
＋
経
曰
帰
命
一
切
諸
仏
菩
〔
薩
〕
＋
如
是
我
聞
」
の
形
式
か
ら
な
る
第
三
の
テ
キ
ス
ト
を

底
本
に
注
釈
し
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　
『
子
注
』
の
思
想

⑴　

引
用
文
献
を
通
し
て
み
た
思
想
傾
向

　
『
子
注
』
の
現
存
写
本
で
は
『
経
』
と
『
論
』
だ
け
を
経
論
の
名
称
を
挙
げ
て
引
用
し
て
い
る
。
そ
れ
を
上・

下
巻
に
分
け
る
と
〈
表

⑥
〉
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
表
⑥
〉
引
用
形
式
を
と
る
引
用

巻

引
用
経
論

上

涅
槃
経
一
回
、
華
厳
経
三
回
、
本
業
経
一
回
、
正
法
華
二
回
、
智
度
論
一
回
、
対
法
論
一
回

下

華
厳
経
一
回
、
無
性
摂
論
三
回
、
梁
摂
論
二
回

　

各
経
論
の
中
で
、
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
引
用
を
通
し
て
『
子
注
』
の
思
想
傾
向
を
み
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
『
涅
槃
経
』
引
用
は
「
毘
伽
典
」〔『
子
注
』
第
一
紙
八
行
目
〕
に
対
す
る
説
明
で
引
用
さ
れ
る
。
こ
の
部
分
に
お
い
て
吉
蔵
は
半
字
と
満
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字
の
関
係
を
三
乗
と
一
極
と
し
な
が
ら
『
涅
槃
経
』
と
『
般
若
経
』
の
名
称
だ
け
を
引
用
し
て
、
現
在
の
『
法
華
経
』
を
讃
歎
す
る
と
し
、

五
時
四
宗
を
主
張
す
る
者
た
ち
が
『
涅
槃
経
』
を
満
字
と
み
て
『
法
華
経
』
を
半
字
法
門
と
み
る
こ
と
を
批
判
す
る
（
（2
（

。
こ
れ
は
『
法
華
経
』

が
仏
性
を
説
く
経
典
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
（
（2
（

。
一
方
、
義
寂
は
半
字
と
満
字
を
小
乗
と
大
乗
の
関
係
を
理
解
す
る

こ
と
の
ほ
か
に
は
特
別
な
注
釈
を
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、『
子
注
』〔
第
一
紙
九
―
一
一
行
目
〕
で
は
吉
蔵
よ
り
さ
ら
に
長
く
『
涅
槃
経
』

〔『
大
正
』
一
二・
三
九
〇
下
―
三
九
一
上
、
同
上・

六
三
〇
下
―
六
三
一
上
〕
を
引
用
す
る
。
そ
の
趣
旨
は
『
涅
槃
経
』
に
お
い
て
長
者

の
息
子
に
低
い
法
門
か
ら
次
第
に
水
準
の
高
い
法
門
を
教
え
る
理
由
に
つ
い
て
〔
説
か
れ
る
と
こ
ろ
を
〕
引
用
し
て
、
昔
は
三
乗
だ
け
を

説
い
て
一
乗
法
を
説
い
て
い
な
か
っ
た
が
、『
法
華
経
』
に
至
り
一
乗
法
を
説
い
て
い
る
こ
と
を
、
比
喩
を
通
し
て
明
か
す
こ
と
に
あ
る
。

そ
し
て
「
毘
伽
典
」
と
は
授
記
の
経
典
を
指
称
す
る
と
明
か
す
（
（3
（

。
と
く
に
『
涅
槃
経
』
に
お
い
て
「
毘
伽
典
」
が
言
及
さ
れ
る
部
分
は
吉

蔵
が
注
目
し
て
い
な
か
っ
た
部
分
で
あ
る
。
円
弘
が
『
涅
槃
経
』
と
『
法
華
経
』
を
同
一
の
趣
旨
を
持
つ
経
典
と
し
て
み
る
こ
と
は
、
吉

蔵
の
影
響
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、『
法
華
経
』
が
授
記
の
経
典
で
あ
る
こ
と
を
『
涅
槃
経
』
を
通
し
て
証
明
す
る
こ
と
は
円
弘
独
自
の

方
法
で
あ
る
。

　
『
華
厳
経
』
は
四
回
す
べ
て
時
間
を
数
え
る
証
文
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
例
を
挙
げ
る
と
、「
依
花
厳
、
拘
梨
為
始
数
」〔
第
三
一
紙

六
―
七
行
目
〕
と
い
う
文
章
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
華
厳
経
』「
心
王
菩
薩
問
阿
僧
祇
品
」
か
ら
取
意
し
た
も
の
で
あ
る
（
（3
（

。
こ
れ
に
よ
り
円
弘

は
『
華
厳
経
』
が
無
限
の
時
間
を
説
明
す
る
経
典
と
し
て
、
認
識
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
本
業
経
』
か
ら
の
引
用
は
七
成
就
の
中
の
「
四
者
。
所
依
説
法
、
随
順
威
儀
、
住
成
就
」〔
第
四
紙
二
―
三
行
目
〕
の
注
釈
に
お
い
て

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
「
所
依
」
に
三
昧
、
器
世
間
、
衆
生
世
間
の
三
つ
が
あ
る
と
し
な
が
ら
、
三
昧
と
衆
生
世
間
の
根
拠
に

な
る
経
証
と
し
て
「
本
業
経
云
、
若
凡
夫
衆
生
住
五
陰
中
、
為
正
報
之
土
〔
也
〕」〔
第
四
紙
五
―
六
行
目
、『
本
業
経
』『
大
正
』
二
四・
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一
〇
一
六
上
〕
と
引
用
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

　

先
に
明
か
し
た
よ
う
に
留
支
訳
で
は
「
所
依
」
が
「
依
所
」
に
な
っ
て
い
る
。『
子
注
』
で
は
「
所
依
」
を
三
つ
に
分
け
る
。
こ
れ
は
慧

浄
の
『〔
妙
〕
法
〔
蓮
〕
華
経
纉
述
』〔
以
下
『
纉
述
』
と
略
称
す
る
〕
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
が
（
（3
（

、『
法
華
経
論
』〔『
大
正
』
二

六・

三
中
、
同
上・

一
二
下
〕
に
出
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
。
た
だ
、「
所
依
」
を
取
り
上
げ
て
強
調
し
た
の
は
『
子
注
』
で
あ
る
。
ま
た

義
寂
の
『
述
記
』
で
は
「
場
所
を
待
ち
、
大
衆
を
待
っ
て
、
ま
さ
に
説
法
を
起
こ
す
」
と
な
っ
て
い
る
（
（3
（

。『
子
注
』
は
「
衆
縁
を
待
つ
こ
と

（
待
縁
）」
と
「
場
所
を
待
つ
こ
と
（
待
処
）」
を
重
視
す
る
。
し
か
し
、『
述
記
』
と
の
関
連
よ
り
は
、
や
は
り
『
纉
述
』
の
影
響
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、『
子
注
』
に
よ
る
と
、
外
縁
と
内
因
を
待
っ
て
ま
さ
に
説
を
起
こ
す
の
で
あ
り
、
場
所
に
つ
い
て
は
自
ら
場
所
を
待
っ
て
国
土

を
荘
厳
に
浄
ら
か
に
し
て
、
他
の
場
所
を
待
つ
た
め
に
光
明
を
放
ち
視
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
（
（3
（

。
こ
れ
は
各
々
「
待
自
処
」
と
「
待
他
処
」

と
表
現
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
慧
浄
か
ら
の
影
響
で
あ
る
。
慧
浄
は
「
自
処
を
待
つ
た
め
に
三
昧
に
入
り
祥
瑞
な
る
こ
と
を
徴
し
て
、

他
処
を
待
つ
た
め
に
光
明
を
放
ち
奇
瑞
な
る
こ
と
を
須
ら
く
現
す
べ
し
（
（3
（

」
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
証
文
と
し
て
『
本
業
経
』
を
引
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
本
業
経
』
の
文
章
は
元
暁
が
『〔
両
巻
〕
無
量
寿
経
宗
要
』

〔『
大
正
』
三
七・

一
二
七
上
〕
に
お
い
て
引
用
し
説
明
し
て
い
る
が
、
経
典
の
文
脈
と
お
り
に
、
衆
生
の
報
土
と
み
る
た
め
に
、
必
ず
し

も
関
連
が
あ
る
よ
う
で
は
な
い
。『
子
注
』
は
、
衆
生
世
間
が
そ
の
ま
ま
三
昧
に
よ
る
浄
土
で
あ
る
こ
と
を
現
そ
う
と
し
た
も
の
と
推
定
さ

れ
、
こ
れ
は
ほ
か
の
文
献
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
『
子
注
』
だ
け
の
独
自
的
解
釈
で
あ
る
。

　
『
正
法
華
』
の
引
用
は
〔『
子
注
』
に
〕「
頻
婆
羅
者
、
正
法
華
云
、
此
及
摸
式
。
阿
閦
婆
者
、
正
法
華
云
、
此
及
不
動
」
と
あ
り
（
（3
（

、
梵
語

の
音
義
を
漢
語
で
説
明
す
る
た
め
引
用
す
る
。
こ
こ
に
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
、『
正
法
華
経
』
自
体
に
は
こ
の
よ
う
な
説
明
は
な
い
。
こ
れ

ら
は
偈
頌
の
数
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
が
（
（3
（

、
吉
蔵
の
『
法
華
義
疏
』
が
典
拠
で
あ
る
（
（3
（

。
後
に
智
度
の
『
天
台
法
華
疏
義
纘
』
巻
〔
第
〕
六
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に
も
援
用
さ
れ
る
（
（3
（

。
智
度
は
湛
然
（
七
一
一
―
七
八
二
）
の
門
下
で
あ
る
（
（4
（

。
智
度
の
師
匠
で
あ
る
湛
然
の
著
作
が
七
五
〇
年
に
確
認
さ
れ
（
（4
（

、

『
子
注
』
は
七
四
八
年
に
筆
写
の
た
め
の
記
録
が
初
め
て
み
ら
れ
る
た
め
に
、〔
湛
然
の
〕
門
徒
で
あ
る
智
度
の
著
述
か
ら
取
意
し
た
可
能

性
は
ま
っ
た
く
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
例
に
よ
り
『
子
注
』
に
及
ぼ
し
た
吉
蔵
と
慧
浄
の
影
響
を
見
計
ら
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
『
智
度
論
』
か
ら
は
、
初
め
の
部
分
の
帰
敬
頌
に
お
い
て
「
無
畏
」
に
関
し
て
注
釈
す
る
時
、
菩
薩
の
四
無
畏
に
つ
い
て
「
一
知
法
無

畏
、
二
知
根
無
畏
、
三
答
難
無
畏
、
四
断
疑
無
畏
。〔
広
如
智
度
論
説
〕」
と
し
て
、
そ
の
教
証
と
し
て
提
示
し
た
部
分
で
あ
る
（
（4
（

。
し
か
し

『
智
度
論
』
に
は
見
当
た
ら
ず
、
現
在
、
最
も
近
似
す
る
例
は
慧
遠
の
『
維
摩
義
記
』
と
敦
煌
写
本
『
維
摩
経
疏
』
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

『
智
度
論
』
を
根
拠
に
し
な
が
ら
も
「
知
法
無
畏
」
が
「
総
持
無
畏
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
ほ
か
に
は
同
一
で
あ
る
（
（4
（

。
そ
の
ほ
か
に
『〔
華

厳
経
〕
探
玄
記
』
が
あ
る
が
、
文
字
の
出
入
が
さ
ら
に
み
ら
れ
る
（
（4
（

。
現
在
と
し
て
は
慧
遠
の
文
献
か
ら
の
取
意
と
み
ら
れ
る
。
菩
薩
の
四

無
畏
に
よ
り
菩
薩
の
自
在
説
法
が
可
能
で
あ
る
た
め
説
法
を
請
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
明
か
す
こ
と
に
そ
の
引
用
の
意
義
が
あ
る
（
（4
（

。

　
『
対
法
論
』
か
ら
の
引
用
は
漏
の
三
つ
（
欲
漏
、
有
漏
、
無
明
漏
（
（4
（

）
に
関
す
る
『
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
』
或
い
は
『
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集

論
』〔
以
下
『
集
論
』
と
略
称
す
る
〕
か
ら
の
取
意
に
該
当
す
る
。
と
こ
ろ
で
、『
子
注
』
で
は
漏
の
名
称
が
一
つ
で
な
い
こ
と
を
「
諸
」

と
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
慧
遠
の
『〔
大
般
〕
涅
槃
経
義
記
』〔
以
下
『
涅
槃
経
義
記
』
と
略
称
す
る
〕
の
説
明
に
従
っ
た
も

の
で
あ
る
（
（4
（

。
し
た
が
っ
て
「
漏
」
に
つ
い
て
『
集
論
』
の
よ
う
に
必
ず
し
も
三
つ
に
限
定
し
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

一
方
、『
無
性
摂
論
』
の
三
回
引
用
は
「
三
つ
の
平
等
（
乗
の
平
等
、
世
間
と
涅
槃
の
平
等
、
身
の
平
等
）」
の
中
に
お
い
て
、
声
聞
授

記
に
関
し
て
注
釈
す
る
時
、
法
華
会
に
お
い
て
世
尊
が
声
聞
に
仏
記
を
与
え
る
こ
と
は
平
等
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
た

め
二
回
引
用
さ
れ
る
。
残
り
の
一
回
の
引
用
は
如
来
と
声
聞
間
の
平
等
に
つ
い
て
論
ず
る
時
に
引
用
す
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
『
梁
摂
論
』

か
ら
の
二
回
の
引
用
も
三
つ
の
平
等
の
中
に
お
い
て
、
声
聞
授
記
に
関
係
さ
れ
る
説
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仏
と
声
聞
の
平
等
を
証
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明
す
る
た
め
の
教
証
と
し
て
『
摂
大
乗
論
』
を
重
視
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
と
く
に
、〔『
無
性
摂
論
』
と
〕『〔
梁
〕
摂
論
』
の
引
用
の
後

に
は
五
回
す
べ
て
「
解
云
」
と
し
て
円
弘
の
意
見
を
披
歴
し
て
い
る
。
次
項
に
お
い
て
、
そ
の
解
釈
に
根
拠
し
て
『
子
注
』
で
理
解
す
る

声
聞
の
成
仏
に
関
し
て
検
討
す
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
経
論
か
ら
の
、
直
接
引
用
し
た
ケ
ー
ス
と
、
孫
引
き
（
正
法
華
二
回
、
智
度
論
一
回
）
の
ケ
ー
ス
が
確
認
さ
れ
た
。『
子

注
』
で
引
用
名
を
明
か
さ
な
い
経
論
は
『〔
大
乗
〕
阿
毘
達
磨
〔
雑
〕
集
論
』
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
以
降
、
七
種
の
驕
慢
を
論
ず
る
に
あ

た
っ
て
も
引
用
名
な
し
に
『
集
論
』
を
援
用
す
る
（
（4
（

。

　

中
国
の
文
献
の
中
で
は
慧
遠
、
吉
蔵
、
慧
浄
の
文
献
の
引
用
を
確
認
し
た
。
慧
遠
の
文
献
は
先
に
『
維
摩
義
記
』
の
部
分
を
言
及
し
た

が
、『
涅
槃
経
義
記
』
の
引
用
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
（4
（

。
吉
蔵
の
文
献
は
先
に
言
及
し
た
よ
う
に
『
法
華
義
疏
』、『
法
華
論
疏
』
が
引

用
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
『
勝
鬘
宝
窟
』
も
引
用
さ
れ
る
。
例
を
挙
げ
る
と
『
子
注
』
が
使
用
す
る
用
語
の
中
で
「
伝
教
序
」、「
説
経
序
」

〔
上
巻・

第
三
紙
二
〇
行
目
〕
と
い
う
用
語
は
、
吉
蔵
の
『
勝
鬘
宝
窟
』
で
は
「
伝
経
序
」、「
説
経
序
」〔『
大
正
』
三
七・

六
上
〕
と
な
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
慧
浄
の
文
献
は
『
妙
法
蓮
華
経
纉
述
』
が
引
用
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
引
用
傾
向
を
通
し
て
み
る
時
、
三
論
宗
の
吉
蔵
、
地
論
宗
の
慧
遠
、
そ
し
て
『
＊

摂
大
乗
論
〔
梁
摂
論
〕』
の
よ
う
な
旧
唯

識
の
文
献
を
重
視
す
る
こ
と
か
ら
、
法
相
唯
識
系
と
異
な
る
円
弘
の
態
度
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
併
せ
て
『
華
厳
経
』
に
対
し
て

好
意
的
で
あ
り
、
と
く
に
、『
法
華
経
』
を
一
乗
の
経
典
と
し
て
高
く
認
定
す
る
こ
と
も
、
玄
奘
の
系
統
で
あ
る
法
相
唯
識
と
は
異
な
る
面

貌
を
見
せ
て
く
れ
て
い
る
。

（ 20 ）

『
法
華
経
論
子
注
』
写
本
の
流
通
と
思
想
（
金
天
鶴
）



⑵　

声
聞
の
成
仏
に
つ
い
て

　
『
法
華
経
論
』
で
は
阿
羅
漢
が
持
っ
て
い
る
三
つ
の
染
慢
を
対
治
す
る
た
め
七
つ
の
方
便
を
叙
述
す
る
。
三
つ
の
染
慢
と
は
「
信
種
種
乗

異
、
信
世
間
涅
槃
異
、
信
彼
此
身
異
」〔『
大
正
』
二
六・

八
下
〕
と
い
う
考
え
を
持
つ
人
た
ち
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
種
々
の
乗
が
異
な

り
、
世
間
と
涅
槃
が
異
な
り
、
此
の
身
と
彼
の
身
が
異
な
る
と
信
ず
る
驕
慢
で
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
対
治
す
る
た
め
各
々
が
持
っ
て

い
る
信
念
を
転
じ
さ
せ
て
、
乗
が
平
等
で
あ
り
、
世
間
と
涅
槃
が
平
等
で
あ
り
、
身
が
平
等
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
転
換
さ
せ
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
た
め
に
仏
は
声
聞
に
授
記
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
『
法
華
経
論
』
で
は
、
こ
の
時
点
で
次
の
よ
う
な
質
問
が
提
示
さ
れ
る
。

彼
の
声
聞
な
ど
は
実
際
に
成
仏
す
る
た
め
に
授
記
を
与
え
る
の
か
、
成
仏
で
き
な
い
の
に
授
記
を
与
え
る
の
か
？
も
し
実
際
に
成
仏

で
き
る
の
な
ら
、
菩
薩
た
ち
が
な
ぜ
長
い
時
間
、
無
量
の
功
徳
を
積
む
の
か
？
ま
た
も
し
成
仏
で
き
な
い
の
な
ら
、
な
ぜ
無
駄
に
授

記
を
与
え
る
の
か
？
（
（5
（

　

質
問
の
内
容
に
つ
い
て
『
法
華
経
論
』
で
は
「
彼
の
声
聞
た
ち
が
授
記
を
受
け
る
こ
と
は
決
定
心
を
得
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
、
声
聞

が
法
性
を
成
就
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
（
（5
（

」
と
答
え
る
。『
子
注
』
で
は
、
階
位
で
い
え
ば
、
十
信
位
か
ら
初
地
位
に
か
か
り
、
時
間
的

に
は
一
阿
僧
祇
劫
か
ら
無
量
劫
に
至
る
ま
で
善
根
を
積
む
こ
と
で
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
舎
利
弗
は
い
ま
だ
そ
れ
だ
け
の

修
行
を
積
ん
で
い
な
い
た
め
に
成
仏
の
授
記
を
受
け
る
こ
と
は
理
致
に
合
す
る
も
の
で
な
く
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
実
際
の
成
仏
に
対
す

る
授
記
で
な
け
れ
ば
、
仏
が
虚
妄
に
授
記
を
与
え
る
は
ず
が
な
い
と
説
明
す
る
（
（5
（

。
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そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
難
題
を
『
子
注
』
で
は
ど
の
よ
う
に
解
い
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、『
子
注
』
で
は
舎
利
弗
の
成
仏
の
時

間
に
つ
い
て
ま
だ
初
地
に
入
り
法
身
を
成
就
し
た
部
類
で
な
い
と
前
提
す
る
（
（5
（

。
そ
れ
か
ら
舎
利
弗
を
実
行
舎
利
弗
、
菩
薩
舎
利
弗
、
変
化

舎
利
弗
に
分
け
て
『
無
性
摂
論
』
と
『
梁
摂
論
』
を
挙
げ
て
説
明
す
る
。
以
降
、
こ
の
よ
う
な
舎
利
弗
に
対
す
る
三
つ
の
分
類
は
、
後
に

『
摂
大
乗
論
』
に
根
拠
す
る
と
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
事
例
も
生
ま
れ
る
（
（5
（

。

　

ま
ず
、
実
行
舎
利
弗
に
つ
い
て
は
『
無
性
摂
論
』
の
「
世
尊
の
法
花
会
上
に
お
い
て
諸
々
の
声
聞
舎
利
子
な
ど
の
た
め
に
、
仏
の
記
別

を
与
え
、
意
楽
を
得
て
、
我
れ
と
汝
が
平
等
に
し
て
二
で
な
い
こ
と
に
し
た
（
（5
（

」
と
い
う
文
章
を
引
用
し
て
こ
れ
を
解
釈
し
て
、
仏
は
こ
の

よ
う
に
意
楽
心
（『
子
注
』
で
は
決
定
心
と
し
て
解
く
）
を
得
る
よ
う
授
記
を
与
え
た
の
で
あ
り
、
時
間
的
な
成
仏
に
対
す
る
授
記
で
は
な

い
と
す
る
（
（5
（

。
次
に
菩
薩
舎
利
弗
に
お
い
て
も
、
ま
た
続
け
て
『
無
性
摂
論
』
を
引
用
し
て
、
会
座
に
集
ま
っ
て
い
る
菩
薩
と
名
を
同
じ
く

す
る
た
め
に
、
仏
が
こ
の
よ
う
な
菩
薩
の
た
め
に
授
記
を
与
え
る
こ
と
を
示
す
（
（5
（

。
最
後
に
変
化
舎
利
弗
に
つ
い
て
は
『
梁
摂
論
』
を
引
用

し
て
、
仏
が
舎
利
弗
な
ど
の
声
聞
に
化
現
し
て
、
授
記
を
与
え
る
も
の
と
説
明
す
る
（
（5
（

。
こ
の
声
聞
は
授
記
と
お
り
の
時
間
に
実
際
に
成
仏

す
る
の
で
あ
る
。

　
『
子
注
』
で
は
『
法
華
経
論
』
に
お
け
る
授
記
は
、
こ
の
中
で
実
行
舎
利
弗
を
対
象
と
す
る
も
の
と
理
解
す
る
。
そ
し
て
『
梁
摂
論
』
を

引
用
し
て
、
仏
法
は
平
等
で
あ
る
が
声
聞
が
授
記
を
受
け
た
と
し
て
も
仏
の
法
身
を
得
る
の
で
は
な
い
と
明
言
す
る
（
（5
（

。
す
な
わ
ち
、『
法
華

経
論
』
に
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
授
記
を
受
け
た
声
聞
が
法
性
を
成
就
す
る
の
で
は
な
い
。『
子
注
』
で
は
こ
れ
を
さ
ら
に
解
い
て
、
法

身
と
法
性
は
一
法
の
異
な
る
名
称
で
あ
る
が
、
声
聞
が
初
地
に
法
身
を
得
て
成
仏
し
た
と
し
て
も
完
全
で
は
な
い
部
分
的
な
仏
と
し
て
の

法
身
と
し
て
理
解
す
る
（
（6
（

。
部
分
的
な
仏
を
成
就
し
た
た
め
続
け
て
修
行
し
て
〔
い
け
ば
〕
完
全
な
仏
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
子

注
』
で
は
、
授
記
を
受
け
た
後
に
修
行
を
通
し
て
初
地
に
達
す
る
こ
と
に
大
き
な
意
義
の
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
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声
聞
が
成
仏
す
る
と
い
う
こ
と
は
『
子
注
』
で
は
変
わ
ら
ず
に
主
張
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
二
乗
が
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す

る
と
、
ま
た
「
異
な
る
と
い
う
執
着
」
と
名
づ
け
る
（
（6
（

」
と
い
う
。
そ
れ
に
「
異
な
る
と
い
う
執
着
」
を
顛
倒
の
異
名
で
あ
る
と
す
る
。
す

で
に
『
円
弘
章
』
の
文
句
を
通
し
て
も
明
か
し
た
よ
う
に
（
（6
（

、
二
乗
の
成
仏
は
円
弘
の
一
貫
し
た
思
想
で
あ
る
。

⑶　

テ
キ
ス
ト
と
思
想
の
関
係

　
『
子
注
』
が
依
用
し
た
『
法
華
経
論
』
の
底
本
テ
キ
ス
ト
が
第
三
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
〔
に
つ
い
て
〕
は
先
に
述
べ
た
〔
と
お
り
で

あ
る
〕。
そ
れ
な
ら
ば
、
テ
キ
ス
ト
の
注
釈
で
あ
る
だ
け
に
、
テ
キ
ス
ト
と
テ
キ
ス
ト
文
脈
の
理
解
に
よ
っ
て
、
解
釈
が
変
わ
り
得
る
こ
と

が
予
想
で
き
る
の
で
あ
る
。〈
表
③
〉
で
み
た
「
所
依
」
の
例
の
よ
う
に
「
依
所
」
に
な
っ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
を
み
た
場
合
、
そ
の
意
味
に

つ
い
て
ま
っ
た
く
注
目
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。〔〈
表
⑤
〉
の
〕「
随
時
示
現
能
行
衆
行
」
と
い
う
文
句
も
、
テ
キ
ス
ト
と
思
想
の
関

係
を
説
明
し
得
る
例
で
あ
る
。
こ
の
文
句
は
七
成
就
の
中
に
お
け
る
行
成
就
の
三
つ
目
に
該
当
す
る
。
現
行
本
で
は
「
衆
行
」
が
「
大
乗
」

に
な
っ
て
い
る
こ
と
〔
に
つ
い
て
〕
は
先
に
明
か
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
留
支
訳
の
原
文
は
「
三
に
、
諸
菩
薩
が
神
通
自
在
を
随
時
に
現

し
て
、
よ
く
大
乗
の
修
行
を
修
め
る
。
颰
陀
婆
羅
菩
薩
な
ど
十
六
〔
大
〕
賢
士
…
…
よ
う
で
あ
る
」
と
解
釈
さ
れ
る
（
（6
（

。

　

こ
の
部
分
に
つ
い
て
『
子
注
』
で
は
「
第
二
行
（
外
行
）
で
あ
る
。
小
乗
の
実
践
を
行
ず
る
こ
と
を
現
す
た
め
に
衆
行
と
い
っ
た
の
で

あ
る
（
（6
（

」
と
し
て
「
衆
行
」
を
小
乗
の
実
践
で
あ
る
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
吉
蔵
は
、
十
六
賢
士
が
小
乗
の
四
部
大
衆
の
た
め
に
実
践
す

る
が
、
そ
れ
は
大
乗
が
小
乗
を
包
含
し
て
い
る
た
め
に
、
大
乗
が
小
乗
行
を
行
ず
る
と
理
解
す
る
（
（6
（

。
吉
蔵
の
『
法
華
論
疏
』
に
は
「
衆
行
」

に
対
す
る
解
釈
が
な
い
。
異
本
を
み
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
『
子
注
』
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
吉
蔵
の
解
釈
を
参
照
し
て
、
衆

行
を
小
乗
行
に
同
値
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
が
、『
子
注
』
が
「
衆
行
」
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
思
想
性
が
変
わ
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り
得
る
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
一
方
、
留
支
訳
を
み
た
『
述
記
』
の
場
合
、
外
部
に
現
行
さ
れ
た
大
乗
と
小
乗
の
実
践
で
あ
る
と
み
た

の
で
あ
り
、
実
際
に
は
在
家
と
出
家
の
実
践
が
こ
れ
に
属
す
る
と
短
く
注
釈
す
る
に
止
ま
る
（
（6
（

。
こ
れ
は
比
丘
、
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、
優
婆

夷
の
実
践
を
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
比
丘
、
比
丘
尼
は
大
乗
行
、
残
り
は
小
乗
行
を
実
践
す
る
も
の
と
み
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

『
述
記
』
も
吉
蔵
の
解
釈
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、「
衆
行
」
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ

り
、『
子
注
』
だ
け
が
「
衆
行
」
を
重
視
し
て
そ
れ
を
小
乗
の
実
践
で
あ
る
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。

Ⅳ　

結　

論

　

以
上
、
聖
語
蔵
本
と
金
沢
文
庫
本
の
『
子
注
』
に
つ
い
て
そ
の
流
通
と
思
想
の
一
端
を
検
討
し
た
。
写
本
『
子
注
』
は
日
本
の
古
文
書

の
記
録
に
七
四
八
年
か
ら
筆
写
の
た
め
に
記
録
さ
れ
、
主
に
法
相
宗
学
僧
に
よ
っ
て
所
蔵
さ
れ
、
そ
の
所
蔵
者
た
ち
は
新
羅
仏
教
と
関
連

が
深
い
。
一
方
、『
子
注
』
が
義
寂
の
『
述
記
』
を
引
用
し
た
こ
と
を
通
し
て
円
弘
が
新
羅
人
で
あ
る
こ
と
を
確
定
し
た
。『
子
注
』
が
依

拠
し
た
『
法
華
経
論
』
テ
キ
ス
ト
は
既
存
の
『
法
華
経
論
』
と
異
な
り
「
帰
敬
頌
＋
経
曰
〔
帰
命
一
切
諸
仏
菩
薩
〕
＋
如
是
我
聞
」
で
構

成
さ
れ
た
第
三
の
写
本
で
あ
り
、『〔
法
華
〕
経
論
』
の
本
文
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
現
存
、
留
支
訳
と
摩
提
訳
が
混
ざ
っ
て
い
る
も

の
と
判
明
さ
れ
た
。

　
『
子
注
』〔
に
お
け
る
〕
思
想
の
一
端
を
分
析
す
る
た
め
引
用
経
論
の
内
容
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
『
＊

摂
大
乗
論
〔
梁
摂
論
〕』
の
よ

う
な
旧
唯
識
論
書
や
三
論
宗
の
吉
蔵
、
地
論
宗
の
慧
遠
の
解
釈
を
導
入
し
て
、『
法
華
経
』
を
一
乗
経
典
と
し
て
確
固
に
位
置
づ
け
る
な

ど
、
玄
奘
系
統
の
中
国
の
法
相
唯
識
と
は
異
な
る
面
貌
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

と
く
に
、『
子
注
』
で
は
『
摂
大
乗
論
』〔『
無
性
摂
論
』
と
『
梁
摂
論
』〕
を
引
用
し
た
後
、
舎
利
弗
を
実
行
、
菩
薩
、
変
化
と
い
う
三
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つ
の
範
疇
で
分
析
し
て
成
仏
授
記
に
関
す
る
意
見
を
披
歴
す
る
。
授
記
を
受
け
た
舎
利
弗
が
、
た
と
え
完
全
な
法
性
、
法
身
を
証
得
し
た

の
で
は
な
い
と
雖
も
、
以
降
、
修
行
を
通
し
て
成
仏
が
保
証
さ
れ
る
と
い
う
事
由
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
『
子
注
』
の
法
相
教
学
が
玄
奘

系
統
の
唯
識
と
異
な
る
と
い
う
証
拠
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
テ
キ
ス
ト
と
思
想
の
問
題
は
〔
所
依
と
す
る
〕
テ
キ
ス
ト
の
差
異
に
よ
っ
て
解

釈
が
変
わ
り
得
る
例
を
提
示
し
た
。

　

以
上
に
よ
り
『
子
注
』
が
写
本
と
し
て
の
価
値
が
あ
り
、
解
釈
上
の
特
徴
も
充
分
に
見
出
し
得
る
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。『
子
注
』

は
早
く
も
日
本
に
伝
播
さ
れ
『
法
華
経
』
研
究
の
参
考
書
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
な
ど
を
考
慮
す
る
時
、
今
後
『
子
注
』

の
思
想
に
つ
い
て
は
新
羅
の
法
華
思
想
史
に
お
い
て
重
要
に
研
究
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
仏
教
に
お
け
る
『
法
華

経
論
』
研
究
史
の
側
面
か
ら
本
格
的
に
照
明
す
べ
き
価
値
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
（
（6
（

。

註（
１
）	

金
天
鶴
「
金
沢
文
庫
所
蔵
、
円
弘
の
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
に
つ
い
て
」『
印
仏
研
』
第
六
〇
巻
第
二
号
、
二
〇
一
二
、
＊

七
一
二
―
七
一

九
〔
一
五
四
―
一
六
一
〕
頁
。

（
２
）	

金
天
鶴
「
円
弘
は
新
羅
僧
侶
か

―
『
法
華
経
論
子
注
』
の
引
用
文
献
を
中
心
と
し
て

―
」『
東
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
』
第
一
七
輯
、
二
〇
一

四
、
一
八
五
―
二
〇
八
頁
〔
日
本
語
訳・

『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
二
〇
号
、
二
〇
一
九
、
一
―
一
六
頁
〕。

（
３
）	

金
天
鶴
、
二
〇
一
二
、
二
〇
一
四
、
前
掲
論
文
参
照
。

（
４
）	

金
天
鶴
、
二
〇
一
二
、
前
掲
論
文
、
＊

七
一
二
―
七
一
九
〔
一
五
五
―
一
五
六
〕
頁
。

（
５
）	

慈
訓
に
関
し
て
は
、
佐
久
間
龍
『
日
本
古
代
僧
伝
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
、
七
七
―
一
〇
二
頁
に
詳
し
い
。

（
６
）	「
三
綱
寺
主
「
善
季
」」（『〔
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
料
編
纂
掛
編
『
大
〕
日
本
古
文
書
〔
』

―
編
年
文
書

―
〕』〔
第
一
冊
―
第
二
五

冊
、
東
京
帝
国
大
学
、
一
九
〇
一
―
一
九
四
〇
（
以
下
『
編
年
』
と
略
称
す
る
）〕
二
五・

三
六
六
）。

（
７
）	『
編
年
』
二
四・

一
八
一
。
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（
８
）	『
編
年
』
一
二・

一
七
。

（
９
）	

宣
教
に
関
し
て
は
、
佐
久
間
龍
、
前
掲
書
、
索
引
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
七
五
一
年
に
は
大
徳
と
呼
ば
れ
て
い
た
た
め
非
常
に
学
識
が
高

か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。「
造
東
寺
司
牒　

宣
教
大
徳
房
下
」（『
編
年
』
三・

五
一
〇
）。
東
寺
は
東
大
寺
の
こ
と
で
あ
る
。

（
10
）	
金
天
鶴
、
二
〇
一
四
、
前
掲
論
文
、
一
九
〇
頁
〔
日
本
語
訳・

四
頁
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
11
）	

金
天
鶴
、
二
〇
一
二
、
前
掲
論
文
、
一
五
五
―
一
五
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。〔
平
安
初
期
以
降
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
金
炳
坤
「『
三
平
等

義
』
の
成
立
に
関
す
る
研
究
」『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
一
七
号
、
二
〇
一
六
、
一
―
三
四
頁
、
及
び
金
炳
坤
「『
三
平
等
義
』
所
引

の
「
注
云
」
に
つ
い
て
」『
印
仏
研
』
第
六
六
巻
第
一
号
、
二
〇
一
七
、
二
七
四
―
二
六
九
を
参
照
さ
れ
た
い
【
金
炳
坤
】〕

（
12
）	

金
天
鶴
、
二
〇
一
二
、
前
掲
論
文
〔
一
五
五
頁
〕
参
照
。

（
13
）	

均
如
『
釈
華
厳
教
分
記
円
通
鈔
』
巻
〔
第
〕
一
（『
韓
仏
全
』
四・

二
五
七
上
）

（
14
）	

本
稿
の
註
六
＊

七
〔
六
〕
に
お
い
て
も
『
子
注
』
が
『
述
記
』
を
引
用
し
た
で
あ
ろ
う
可
能
性
が
高
い
例
を
挙
げ
た
。

（
15
）	

留
支
訳
「
尊
者
舎
利
弗
所
説
偈
」（『
大
正
』
二
六・

八
上
）、
摩
提
訳
「
舎
利
弗
説
偈
」（『
大
正
』
二
六・

一
七
中
）

（
16
）	

奥
野
光
賢
「〔
第
一
篇
〕
第
一
章
〔『
法
華
論
』
に
つ
い
て
〕」『
仏
性
思
想
の
展
開

―
吉
蔵
を
中
心
と
し
た
『
法
華
論
』
受
容
史

―
』
大

蔵
出
版
、
二
〇
〇
二
〔
二
―
三
六
頁
〕。
大
竹
晋
校
註
「〔『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』〕
解
題
」『
法
華
経
論・

無
量
寿
経
論
他
』
大
蔵
出
版
、
二

〇
一
一
、
一
〇
八
―
一
＊

二
六
〔
一
七
〕
頁
。

（
17
）	

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
大
竹
晋
校
註
、
前
掲
書
、
一
〇
八
―
一
＊

〇
九
〔
一
一
〕
頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。〔
吉
蔵
〕『
法
華
論
疏
』「
但
此
論
有

二
本
。
一
無
前
序
、
直
云
。
経
云
帰
命
一
切
諸
仏
菩
薩
。
此
是
集
経
人
請
護
之
辞
也
。
二
有
帰
敬
。
此
是
天
親
自
作
」（『
大
正
』
四
〇・

七
八

五
中
）。〔
義
寂
『
述
記
』「
此
論
二
本
。
一
是
勒
那
摩
提
所
翻
。
無
帰
敬
頌
。
二
是
菩
提
流
支
所
翻
。
有
帰
敬
頌
」（『
卍
続
蔵
経
』
四
六・

七
七

九
下
）〕

（
18
）	〔
吉
蔵
〕『
法
華
論
疏
』「
今
具
依
二
文
開
三
分
。
一
帰
敬
三
宝
申
造
論
意
。
請
威
霊
加
護
為
縁
起
分
。
二
牒
経
解
釈
為
正
体
分
。
三
重
牒
章
門

追
示
分
斉
為
余
勢
分
。
就
初
有
二
。
一
天
親
帰
敬
申
造
論
意
。
二
集
経
者
帰
敬
申
集
経
意
」（『
大
正
』
四
〇・

七
八
五
中
）

（
19
）	

僧
詳
『
法
華
〔
経
〕
伝
記
』「〔
勅
以
流
支
。
為
訳
経
之
元
匠
也
。
重
訳
成
二
巻
。
曇
林
受
并
製
序
。
題
云
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
。
初
有
帰

敬
頌
者
是
也
。〕
与
宝
意
訳
大
同
少
異
。
彼
題
同
云
。
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
。
而
無
帰
命
頌
也
」（『
大
正
』
五
一・

五
＊

二
下
〔
三
上
〕）。〔
但

し
、
留
支
訳
の
初
め
に
有
る
と
さ
れ
る
帰
敬
頌
と
摩
提
訳
に
は
無
い
と
さ
れ
る
帰
命
頌
と
を
同
一
視
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
再
考
の
余
地
が
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あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
【
金
炳
坤
】〕

（
20
）	

吉
蔵
に
よ
る
と
「
経
云
」
で
あ
る
が
、『
子
注
』
に
は
「
経
曰
」
に
な
っ
て
い
る
。

（
21
）	『
子
注
』「
斯
乃
経
集
家
。
為
集
経
故
。
自
須
帰
敬
」（
上
巻・

六
〇
行
目
〔
第
二
紙
一
二
行
目
〕）

（
22
）	『
子
注
』「
或
有
論
本
、
将
此
文
置
於
偈
前
、
為
例
釈
故
」（
上
巻・

六
二
行
目
〔
第
二
紙
一
三
行
目
〕）

（
23
）	〔
義
寂
〕『
述
記
』「
如
是
我
聞
等
、
雖
不
別
釈
。
文
少
故
并
牒
。
経
曰
帰
命
等
者
、
結
集
経
者
。
将
欲
出
経
、
故
先
帰
命
」（『
卍
続
蔵
経
』
四

六・

七
八
〇
中
）

（
24
）	

朴
姯
娟
『
新
羅
法
華
思
想
史
研
究
』
慧
眼
、
二
〇
一
三
、
九
六
―
九
八
頁
。

（
25
）	

金
炳
坤・

桑
名
法
晃
「
義
寂
釈
義
一
撰
『
法
華
経
論
述
記
』
の
文
献
学
的
研
究
⑴
」『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
一
五
号
、
二
〇
一

四
、
一
九
―
四
三
頁
〔
三
七
―
三
八
頁
〕。

（
26
）	

円
珍
〔『
法
華
論
記
』〕（『
仏
全
』
二
五・

一
上
）。〔
こ
の
文
句
が
和
刻
本
に
よ
っ
て
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
金
炳
坤

「
流
布
本
『
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎
』
考
」『
宗
教
研
究
』
第
九
〇
巻
別
冊
、
二
〇
一
七
、
三
〇
六
―
三
〇
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
和
刻

本
に
つ
い
て
は
、
桑
名
法
晃
「『
法
華
論
』
版
本
の
研
究

―
清
水
梁
山
国
訳
『
法
華
論
』
の
底
本
を
視
点
と
し
て

―
」『
東
洋
文
化
研
究
所

所
報
』
二
〇
一
六
、
一
七
―
六
二
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
【
金
炳
坤
】〕

（
27
）	〔
貞
慶
〕『
法
華
開
示
抄
』〔「
三
者
諸
菩
薩
。
神
通
自
在
力
随
時
示
現
。
能
行
衆
行
。
如
颰
陀
波
羅
等
十
六
賢
士
」〕（『
大
正
』
五
六・

二
七
〇

下
）

（
28
）	〔
吉
蔵
〕『
法
華
論
疏
』「〔
毘
伽
論
者
。
斯
文
引
涅
槃
般
若
所
説
以
歎
今
法
華
教
也
。
稚
子
但
教
半
字
之
経
。
長
成
則
訓
満
字
毘
伽
羅
論
。〕
昔

説
三
乗
喩
同
半
字
。
今
明
一
極
謂
満
字
経
。
亦
用
斯
言
斥
五
時
四
宗
之
説
。
以
彼
謂
涅
槃
之
経
独
満
。
法
華
等
教
猶
半
教
也
」（『
大
正
』
四
〇・

七
八
五
下
）

（
29
）	

吉
蔵
が
仏
性
を
証
明
す
る
た
め
『
般
若
経
』
を
依
用
す
る
事
例
に
つ
い
て
は
、
奥
野
光
賢
、
前
掲
書
、「〔
第
一
篇
〕
第
二
章　

吉
蔵
教
学
と

『
法
華
論
』」〔
三
七
―
九
四
頁
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
30
）	

大
竹
晋
校
註
、
前
掲
書
、
一
五
七
頁
。

（
31
）	『
華
厳
経
』
巻
第
二
十
九
「
百
千
百
千
名
一
拘
梨
、
拘
梨
拘
梨
名
一
不
変
…
…
不
可
説
転
不
可
説
転
名
一
不
可
説
転
転
」（『
大
正
』
九・

五
八

六
上
〔
―
下
〕）。
こ
の
〔
心
王
菩
薩
問
阿
僧
祇
〕
品
で
は
「
拘
梨
」
か
ら
始
ま
り
時
間
の
数
字
が
数
え
ら
れ
る
。
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（
32
）	

慧
浄
『
纉
述
』「
説
法
依
三
種
法
故
。
一
依
三
昧
。
二
依
器
世
間
。
三
依
衆
生
世
間
」〔
巻
第
二・

六
丁
ウ
三
―
四
行
目
〕。
本
テ
キ
ス
ト
は
金

炳
坤
博
士
の
提
供
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
を
借
り
て
感
謝
の
意
を
表
す
。

（
33
）	
義
寂
『
述
記
』「
待
処
待
衆
。
方
起
説
故
」（『
韓
仏
全
』
二・

三
〇
二
中
〔『
卍
続
蔵
経
』
四
六・

七
八
〇
下
〕）

（
34
）	『
子
注
』「
自
下
二
文
待
縁
。
初
待
自
外
縁
後
待
内
因
。
因
縁
和
合
方
起
説
故
。
処
待
自
処
故
。
厳
土
令
浄
待
他
処
。
故
放
光
令
覩
。〔
所
依
有

三
。
一
依
三
昧
。
謂
説
者
威
儀
。
二
依
器
世
間
。
謂
説
処
威
儀
。
三
依
衆
生
世
間
。
謂
聞
者
威
儀
〕」（
上
巻・

一
二
二
行
目
〔
第
四
紙
三
―
四

行
目
〕）

（
35
）	〔
慧
浄
〕『
纉
述
』「
待
自
処
故
。
先
須
入
定
以
徴
瑞
。
待
他
処
故
。
後
須
放
光
以
現
奇
」〔
巻
第
二・

六
丁
オ
一
五
行
目
―
六
丁
ウ
一
行
目
〕

（
36
）	『
子
注
』（
上
巻・
七
四
五
―
七
四
六
行
目
〔
第
二
一
紙
一
六
行
目
〕）

（
37
）	「
数
」
に
つ
い
て
は
、
大
竹
晋
校
註
、
前
掲
書
、
二
五
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。（『
子
注
』
上
巻・

七
四
五
―
七
四
六
行
目
〔
第
二
一
紙
一
六

―
一
八
行
目
〕）

（
38
）	〔
吉
蔵
〕『
法
華
義
疏
』〔「
甄
迦
羅
（
正
法
華
。
云
何
作
）
頻
婆
羅
（
正
法
華
。
云
模
式
）
阿
閦
婆
（
正
法
華
。
云
不
動
）」〕（『
大
正
』
三
四・

六
二
〇
下
）。
金
炳
坤
博
士
の
助
力
に
よ
り
典
拠
を
見
つ
け
た
。
感
謝
の
意
を
表
す
。

（
39
）	〔
智
度
『
天
台
法
華
疏
義
纘
』
巻
第
六
「
甄
迦
羅
等
者
正
法
華
云
何
作
頻
婆
羅
云
摸
式
阿
閦
婆
云
不
動
也
」（『
卍
続
蔵
経
』
二
九・

一
〇
四

下
）〕

（
40
）	

松
森
秀
幸
「
智
度
と
そ
の
著
作
『
天
台
法
華
疏
義
纘
』
に
つ
い
て
」『
印
仏
研
』〔
第
五
八
巻
第
二
号
〕、
二
〇
＊

〇
九
〔
一
〇
〕、
四
六
―
五
〇

頁
〔
六
〇
六
―
六
一
〇
頁
〕。

（
41
）	

日
比
宣
正
『
唐
代
天
台
学
序
説
〔

―
湛
然
の
著
作
に
関
す
る
研
究

―
〕』
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
六
六
、
一
三
一
―
一
三
二
頁
。

（
42
）	『
子
注
』
上
巻・

四
三
行
目
〔
第
二
紙
四
行
目
〕。

（
43
）	

慧
遠
『
維
摩
義
記
』〔「
一
総
持
無
畏
。
…
…
二
知
根
無
畏
。
…
…
三
断
疑
無
畏
。
…
…
四
益
難
無
畏
」〕（『
大
正
』
三
八・

四
三
〇
上
）、
敦

煌
写
本
『
維
摩
経
疏
』〔（S.2688

）「
一
総
持
無
畏
。
…
…
二
知
根
無
畏
。
…
…
三
断
疑
無
畏
。
…
…
四
答
難
無
畏
」〕（『
大
正
』
八
五・

三
五
七

上
）。
一
方
『
維
摩
義
記
』
に
は
「
四
益
難
無
畏
」
に
な
っ
て
い
る
。「
益
」
と
「
答
」
は
草
書
体
が
似
て
い
る
た
め
に
生
じ
た
誤
字
〔「
益
」
は

「
答
」
の
翻
刻
ミ
ス
〕
で
あ
る
。〔
両
テ
キ
ス
ト
は
同
本
異
写
で
あ
る
。
岡
本
一
平
「
浄
影
寺
慧
遠
の
『
別
章
』
に
つ
い
て

―
『
大
乗
義
章
』

の
成
立
試
論

―
」
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
編
『
地
論
宗
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
七
、
五
九
二
頁
、
六
〇
七
頁
の
註
一
四
を
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参
照
さ
れ
た
い
【
岡
本
一
平
】〕

（
44
）	〔
法
蔵
〕『〔
華
厳
経
〕
探
玄
記
』「
一
総
持
無
畏
。
…
…
二
知
根
無
畏
。
…
…
三
決
疑
無
畏
。
…
…
四
答
難
無
畏
」（『
大
正
』
三
五・

一
八
五

上
）

（
45
）	『
子
注
』「
由
此
四
事
自
在
説
法
故
。
須
求
請
」（
上
巻・

四
五
行
目
〔
第
二
紙・

四
行
目
〕）

（
46
）	『
子
注
』〔「
此
則
嘆
位
三
漏
非
一
名
諸
。
令
心
連
注
流
散
不
絶
故
名
為
漏
。
依
外
門
流
注
故
立
欲
流
。
依
内
門
流
注
故
立
有
漏
。
依
彼
二
所
依

門
流
注
故
立
無
明
漏
。
此
出
対
法
」〕（
上
巻・

二
〇
四
―
二
〇
六
行
目
〔
第
六
紙
一
四
―
一
五
行
目
〕）

（
47
）	『
子
注
』「
三
漏
非
一
名
諸
」（
上
巻・

二
〇
四
行
目
〔
第
六
紙
一
四
行
目
〕）。〔
慧
遠
〕『
涅
槃
経
義
記
』「
漏
別
有
三
。
所
謂
欲
有
無
明
漏
等
。

下
当
具
辯
。
三
漏
非
一
。
是
故
言
諸
」（『
大
正
』
三
七・

六
二
一
中
）

（
48
）	『
子
注
』
下
巻
で
「
心
挙
為
性
」
と
い
う
表
現
を
十
回
使
用
す
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
。

（
49
）	『
涅
槃
経
義
記
』
は
こ
の
ほ
か
に
も
『
子
注
』
に
お
い
て
「
具
言
略
伽
羅
。
此
云
記
論
。
以
記
音
声
名
字
章
句
事
故
」（
上
巻・

一
四
行
目
〔
第

一
紙
八
―
九
行
目
〕）
と
し
た
部
分
が
、
慧
遠
『
涅
槃
経
義
記
』
の
「
造
毘
伽
羅
論
。
此
名
記
論
。
辨
明
一
切
音
声
名
字
章
句
等
法
」（『
大
正
』

三
七・

七
八
四
上
）
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
ケ
ー
ス
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
50
）	『
法
華
経
論
』「
彼
声
聞
等
為
実
成
仏
故
与
授
記
。
為
不
成
仏
与
授
記
耶
。
若
実
成
仏
者
。
菩
薩
何
故
於
無
量
劫
。
脩
集
無
量
種
種
功
徳
。
若

不
成
仏
者
。
云
何
虚
妄
与
之
授
記
」（『
子
注
』
下
巻・

三
一
オ
〔
第
一
七
紙
二
面
一
―
六
行
目
〕
に
従
う
）。
参
考
ま
で
に
摩
提
訳
及
び
摩
提
訳

の
異
本
に
ほ
ぼ
一
致
〔
厳
密
に
は
留
支
訳・

摩
提
訳・
摩
提
訳
の
異
本
と
も
一
致
し
な
い
〕
す
る
（『
大
正
』
二
六・

一
八
上
）。

（
51
）	『
法
華
経
論
』「
彼
声
聞
〔
等
得
〕
授
記
者
。
得
決
定
心
。
非
謂
声
聞
成
就
法
性
故
」（『
子
注
』
下
巻・

三
一
オ
〔
第
一
七
紙
三
面
四
―
五
行

目
〕
に
従
う
）。
参
考
ま
で
に
摩
提
訳
及
び
摩
提
訳
の
異
本
に
ほ
ぼ
一
致
〔
厳
密
に
は
留
支
訳・

摩
提
訳・

摩
提
訳
の
異
本
と
も
一
致
し
な
い
〕

す
る
（『
大
正
』
二
六・

一
八
上
）。

（
52
）	『
子
注
』「
此
則
設
難
。
始
従
十
信
終
至
初
地
。
略
説
逕
一
大
劫
阿
僧
企
耶
。
中
説
逕
三
大
劫
。
広
説
逕
無
量
劫
。
逕
如
是
劫
脩
集
善
根
。
方

得
現
前
授
記
。
如
記
劫
数
当
得
成
仏
。
然
身
子
等
未
逕
此
劫
脩
集
善
根
。
云
何
忽
得
此
現
前
記
。
如
記
成
仏
。
若
言
雖
未
脩
集
善
根
。
而
得
授

記
。
実
成
仏
者
。
菩
薩
何
故
無
量
劫
脩
集
善
根
方
得
授
記
。
若
不
如
記
実
成
仏
者
。
諸
仏
始
無
妄
語
。
云
何
虚
妄
与
此
授
記
之
者
。
訓
此
」（
下

巻・

三
一
オ
ウ
〔
第
一
七
紙
二
面
六
行
目
―
三
面
四
行
目
〕）

（
53
）	『
子
注
』「
彼
身
子
等
、
若
得
授
記
即
、
相
同
義
、
得
決
定
心
。
為
得
此
心
故
、
与
授
記
。
非
謂
声
聞
已
入
初
地
成
就
法
身
故
、
与
授
記
。
然
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舎
利
弗
自
有
三
種
。
一
実
行
舎
利
弗
。
故
無
性
摂
論
云
。
世
尊
法
花
会
上
、
与
諸
声
聞
舎
利
弗
等
、
授
仏
記
莂
、
為
令
摂
得
如
是
意
楽
。
我
等

与
仏
平
等
無
二
」（
下
巻・

三
一
ウ
―
三
二
オ
〔
第
一
七
紙
三
面
五
行
目
―
四
面
二
行
目
〕）

（
54
）	
安
然
『
胎
蔵
金
剛
菩
提
心
義
略
問
答
鈔
』「
摂
大
乗
論
云
。
舎
利
弗
有
三
種
。
一
応
化
。
二
菩
薩
。
三
実
行
（
云
云
）」（『
大
正
』
七
五・

四

八
二
下
）。
た
だ
、『
摂
大
乗
論
』
に
は
な
く
『
子
注
』
に
似
て
い
る
た
め
に
影
響
関
係
を
念
頭
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。〔
こ
の
指
摘

は
、
安
然
が
『
子
注
』
乃
至
は
『
三
平
等
義
』
を
参
照
し
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
事
例
に
な
る
で
あ
ろ
う
【
金
炳
坤
】〕

（
55
）	『
無
性
摂
論
』「
世
尊
法
花
会
上
、
与
諸
声
聞
舎
利
子
等
。
授
仏
記
別
。
為
令
摂
得
如
是
意
楽
。
我
等
与
仏
平
等
無
二
」（『
大
正
』
三
一・

四

四
七
中
）。
実
行
舎
利
弗
は
舎
利
弗
の
典
型
的
な
解
釈
で
あ
る
退
菩
提
心
舎
利
弗
と
考
え
ら
れ
る
。
後
〔
代
〕
の
記
録
で
あ
る
が
、
湛
然
『
法
華

文
句
記
』
の
「
如
舎
利
弗
得
記
之
時
、
四
衆
八
部
即
其
流
也
。
故
三
周
中
亦
有
応
化
与
実
行
者
。
同
時
得
記
。
故
論
中
云
。
退
大
応
化
二
種
与

記
。
即
其
意
也
」（『
大
正
』
三
四・

一
六
七
下
）
が
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
56
）	『
子
注
』「
解
云
。
意
楽
者
謂
決
定
心
。
仏
為
令
得
此
意
楽
故
。
授
仏
記
莂
。
非
必
如
記
劫
数
成
仏
」（
下
巻・

三
二
オ
〔
第
一
七
紙
四
面
二
行

目
〕）

（
57
）	『
子
注
』「
二
菩
薩
舎
利
弗
故
。
次
文
云
。
又
此
会
上
有
諸
菩
薩
与
彼
名
同
得
授
記
莂
。
解
云
。
授
此
記
時
同
名
菩
薩
、
即
謂
為
我
授
此
記
莂
。

即
能
信
受
、
如
記
成
仏
、
仏
為
此
菩
薩
故
、
与
授
記
」（
下
巻・

三
二
オ
〔
第
一
七
紙
四
面
二
―
四
行
目
〕）

（
58
）	『
子
注
』「
三
変
化
舎
利
弗
故
。
梁
摂
論
云
。
復
＊

以
〔
次
〕
仏
化
作
舎
利
弗
等
声
聞
、
為
其
授
記
。
解
云
。
為
調
声
聞
種
＊

性
〔
姓
〕
人
故
。

授
仏
記
別
。
如
記
劫
数
実
得
成
仏
。〔
身
子
既
爾
所
余
声
聞
。
准
釈
可
知
〕」（
下
巻・

三
二
オ
〔
第
一
七
紙
四
面
四
―
五
行
目
〕）

（
59
）	『
子
注
』「
今
此
文
中
。
唯
依
実
行
而
説
。
梁
摂
論
云
。
但
得
法
如
平
等
意
。
未
得
仏
法
身
」（
下
巻・

三
二
オ
ウ
〔
第
一
七
紙
四
面
五
行
目
―

第
一
八
紙
一
面
一
行
目
〕）

（
60
）	『
子
注
』「
解
云
。
法
身
法
性
一
法
異
名
。
初
地
是
一
分
仏
名
仏
法
身
」（
下
巻・

三
二
ウ
〔
第
一
八
紙
一
面
一
行
目
〕）

（
61
）	『
子
注
』「〔
然
謂
如
相
体
性
亦
別
。
是
名
異
執
。
亦
名
顛
倒
。
…
…
然
謂
〕
二
乗
不
得
成
仏
亦
名
異
執
」（
下
巻・

三
二
オ
〔
第
一
五
紙
二
面

四
―
五
行
目
〕）

（
62
）	

金
天
鶴
、
二
〇
一
二
、
前
掲
論
文
〔
一
六
〇
頁
〕
に
お
い
て
『
円
弘
章
』
の
逸
文
を
通
し
て
声
聞
の
成
仏
を
証
明
し
た
。

（
63
）	『
法
華
経
論
』「
三
者
。
謂
諸
菩
薩
神
通
自
在
随
時
示
現
。
能
修
行
大
乗
。
如
颰
陀
波
羅
菩
薩
等
十
六
大
賢
士
…
…
」（『
大
正
』
二
六・

一
中
）

（
64
）	『
子
注
』「
第
二
行
、
現
行
小
行
故
言
衆
行
也
」（
上
巻・

一
七
四
―
一
七
五
行
目
〔
第
五
紙
一
六
行
目
〕）
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（
65
）	『
法
華
論
疏
』「
菩
薩
雖
大
行
、
方
能
示
無
定
、
無
方
之
行
。
如
十
六
賢
士
、
能
示
為
小
乗
四
衆
。
即
大
包
小
故
、
大
示
小
行
也
」（『
大
正
』

四
〇・

七
八
八
上
）

（
66
）	〔
義
寂
〕『
述
記
』〔「
後
二
顕
示
大
小
乗
中
。
外
所
現
行
。
理
実
四
種
。
皆
通
在
家
及
出
家
行
」〕（『
韓
仏
全
』
二・

三
〇
三
下
〔『
卍
続
蔵
経
』

四
六・
七
八
一
下
〕）。
一
方
、『
子
注
』
の
「
外
行
」
と
『
述
記
』
の
「
外
所
現
行
」
を
通
し
て
み
る
時
、『
子
注
』
が
『
述
記
』
を
引
用
し
て

縮
め
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

（
67
）	『
子
注
』
の
写
本
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
写
真
掲
載
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
金
沢
文
庫
、
正
倉
院
の
関
係
者
に
感
謝
の
意
を
伝
え
る
。

（
こ
の
論
文
は
二
〇
一
一
年
度
政
府
（
教
育
科
学
技
術
部
）
の
財
源
に
よ
り
韓
国
研
究
財
団
の
支
援
を
受
け
研
究
さ
れ
た
（N

RF-2011-361-A
00008

））

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

　

円
弘
、『
法
華
経
論
子
注
』、
旧
唯
識
、
義
寂
、
テ
キ
ス
ト
と
思
想

〈
付
記
〉（
訳
者
）

　

本
稿
の
韓
国
語
原
文
は
、
東
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
学
会
の
学
会
誌
『
東
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
』
第
二
四
輯
（
二
〇
一
五
年
十
二
月
三
十
一
日
発
行
）
に

掲
載
（
一
五
五
―
一
八
三
頁
）
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所・

東
国
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
院
共
編
『
忘
れ
ら
れ
た
韓
国

の
仏
教
思
想
家
』
東
国
大
学
校
出
版
部
、
二
〇
一
七
、
三
二
五
―
三
四
九
頁
に
は
本
稿
の
修
正
版
が
再
録
さ
れ
て
い
る
。

　

著
者
で
あ
る
金
天
鶴
博
士
（
東
国
大
学
校
仏
教
学
術
院
韓
国
仏
教
融
合
学
科
教
授
）
は
、
本
稿
に
至
る
ま
で
二
度
に
わ
た
る
研
究
発
表
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。
即
ち
、
①
中
国
の
峨
眉
山
大
仏
禅
院
法
堂
で
開
催
さ
れ
た
「
佛
教
與
東
亞
宗
教
寫
本
研
究
國
際
研
討
會

―
新
視
野
與
新
方
法

―
」
で

は
「『
法
華
経
論
子
注
』
の
文
献
の
流
通
と
思
想
に
つ
い
て

―
聖
語
蔵
本
と
金
沢
文
庫
本
を
中
心
と
し
て

―
」（
二
〇
一
四
年
十
二
月
十
七
日
）

と
い
う
題
を
以
て
日
本
語
で
発
表
し
、
②
二
〇
一
五
年
六
月
五
日
に
韓
国
の
東
国
大
学
校
忠
武
路
映
像
セ
ン
タ
ー
仏
教
学
術
院
講
義
室
（
本
館
二
二

七
号
）
で
開
催
さ
れ
た
「
東
国
大
学
校
人
文
韓
国
（
Ｈ
Ｋ
）
研
究
団　

二
〇
一
五
年
第
四
回
Ｈ
Ｋ
ア
ジ
ェ
ン
ダ
学
術
大
会
「
グ
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
ー

〔glocality

〕
の
韓
国
性

―
横
断
性
の
探
索

―
」」
で
は
本
稿
と
同
題
（
但
し
、
中
身
は
本
稿
と
全
同
で
は
な
い
）
を
以
て
韓
国
語
で
発
表
し
て
い

る
。
こ
の
う
ち
後
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
の
資
料
集
に
蓑
輪
顕
量
博
士
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
教
授
）
の
討
論
文
が
掲
載
（
五
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〇
―
五
二
頁
）
さ
れ
て
い
る
。

　

加
え
て
訳
者
は
、
著
者
の
一
連
の
研
究
に
対
す
る
検
討
を
、
二
〇
一
六
年
八
月
十
九
日
に
東
国
大
学
校
仏
教
学
術
院
で
開
催
さ
れ
た
「
韓
国
思
想

史
学
会・
東
国
大
仏
教
文
化
研
究
院
Ｈ
Ｋ
研
究
団・

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
共
同
主
催
「
新
羅
写
本
と
元
暁
」」
に
お
い
て
「
円
弘
『
妙
法
蓮
華
経
論

子
注
』
の
新
理
解
」
と
い
う
題
を
以
て
韓
国
語
で
発
表
し
、
こ
れ
が
そ
の
時
の
資
料
集
に
掲
載
（
一
―
一
七
頁
）
さ
れ
て
い
る
（https://w

w
w

.
academ

ia.edu/40676122/

）
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
近
い
う
ち
に
そ
の
日
本
語
訳
を
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

最
後
に
本
稿
の
翻
訳
な
ら
び
に
掲
載
を
快
く
許
可
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
恩
師
の
金
天
鶴
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
本
語
訳

の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ェ
ッ
ク
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
岡
本
一
平
先
生
（
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
客
員
研
究
員
）
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

※�

文
中
の
＊

ア
ス
タ
リ
ス
ク・
〔
亀
甲
括
弧
〕
は
訳
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

�

日
本
語
訳・

金
炳
坤
（
身
延
山
大
学
准
教
授・

博
士
（
文
学
））
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